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白鷹町長選挙

白鷹町長に佐藤誠七氏が再任

ⓑ㮚町長㑅ᣲ㛤⚊結果

ᙜ㑅 బ⸨　ㄔ ↓ᡤᒓ࣭⌧⫋ 5,828

ᵽ୍ཱྀᮁ ↓ᡤᒓ࣭᪂ே 3,086

　

10
݄
1�
日
、

ظ
満
ྃ
に

う
白
鷹

町

બ
ڍ
が
ߦ
わ
れ
、
ଈ
日
開
ථ
の
݁

Ռ
ݱ、
৬
の
佐
藤

ࣣ
）ࢯ
�5
歳
ɾ
े
Ԧ
）

が
５
̔
２
̔
ථ
を
֫
ಘ
。
৽
人
で
前
町

議
の
ඉ
口
༩
一
࿕
ࢯ
（
�0
歳
ɾ
荒
砥
Ե
）

を
ഁ
り
、
４
બ
を
Ռ
た
し
ま
し
た
。


ظ
は
平
成
28
年
10
݄
2�
日
か
ら
平
成
32

年
10
݄
25
日
ま
で
の
４
年
ؒ
で
す
。

　

な
͓
、
町

બ
ڍ
の

ථ

は
�3
ɾ

��
ˋ
で
、
前
ճ
Α
り
４
ɾ
89
ˋ
下
ճ
る

݁
Ռ
と
な
り
ま
し
た
。

　

બ
ڍ
ཌ
日
の
1�
日
に
は
、
中
ԝ
ެ
ຽ

ؗ
に
͓
い
て

બ
ূ
書
付
༩
式
が
ߦ
わ

れ
、
町
બ
ڍ

ཧ
ҕ
һ
会
の
Ө
山

助

■ᆅ区ูᢞ⚊≧ἣ�ᢞ⚊⋡㸸73.46㸣㸧

ᢞ
⚊
区

ᆅᇦྡ
ᙜ᪥

有ᶒ⪅ᩘ

ᢞ⚊⪅ᩘ

⏨ ዪ ィ

１ ᮾ㧗⋢ 508 168 156 324
２ す㧗⋢ 381 135 141 276
３ すᶓ⏣ᑼ 504 154 159 313
４ ᮾᶓ⏣ᑼ 424 145 157 302
５ ᒣཱྀ 718 219 197 416
６ 㩗㈅ 851 252 260 512
７ 㩗㈅ 1,128 329 329 658
８ 㧗岡 249 75 84 159
９ ῝ᒣ 219 70 59 129
10 㯮㬞 55 22 18 40
11 Ⲩ◒ᕷ⾤㒊 1,948 508 523 1,031
12 ㈅⏕࣭ ᾏ⏕ 487 136 126 262
13 Ⳮⵦ 190 59 56 115
14 下ᒣ࣭ బ㔝ཎ࣭ 大℩ 287 82 65 147
15 ༑⋤ 1,022 315 333 648
16 㔝 267 89 71 160
17 ⴗ㔝 433 142 145 287
18 ୰ᒣ 339 96 110 206
19 㔪⏕ 39 17 12 29
20 浅立 621 190 216 406
21 ᗈ㔝 390 126 122 248
22 小ᒣἑ 480 165 172 337
23 町下 588 166 171 337
24 ᮡἑ 157 60 52 112
25 ᮇ᪥๓ － 684 887 1571

合ィ 12,285 4,404 4,621 9,025

第３期佐藤町政、始動。

ҕ
һ

が

બ
ূ
書
を
付
༩
。
佐
藤
町


は
表

を
Ҿ
き
క
め
、
決
ҙ
を
৽
た

に

બ
ূ
書
を
ड
͚
औ
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
町

は
、

ظ
ॳ
日
の
10
݄
2�

日
に
ॳ
ొ
ி
。

場
ݰ
ؔ
前
で
ଟ
く
の

町
ຽ
の
方
や
町
৬
һ
に
ഥ
ख
で
ܴ
͑
ら

れ
、花
ଋ
が
ଃ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

中
ԝ
ެ
ຽ
ؗ
で
ब

式
が
ߦ
わ
れ
、
৬

һ
に
対
し
܇
ࣔ
。
৬
һ
一
丸
と
な
ỳ
て

町

に
औ
り

Μ
で
い
く
Α
う
求
め
ま

し
た
。

　
「
ଧ
て

ڹ
く
町

」
Ổ
Ổ
ڞ

の

ま
ち
ͮ
く
り
の
、
৽
た
な
ス
λ
ồ
τ
が


ら
れ
ま
し
た
。

ᢠᚰ࢘ՃᧈƔǒۀޛࢨ

ƕ読ǈɥƛǒれ、

ᝧをƔǈしǊなƕǒ

ᎮƢǔ˱ᕲထᧈ

●�　　 広報しらたか　2016.11.14



ⓑ㮚町㆟会㆟ဨ㑅ᣲ㛤⚊結果

ᙜ㑅 Ώ㒊 ၿ⨾ ↓ᡤᒓ࣭᪂ே 5,750

ቑ⏣ ၨ子 ↓ᡤᒓ࣭᪂ே 2,214

　この度は、皆༷方からのԹかいごࢧ援
をࣀり、ॳ選させていただきましたこ
とに心よりँײਃし上͛ます。
　人ݮޱগ、গ子高ྸԽ、ྛࢁのߥഇ、
などの՝がଟ々ありࡦなۭきՈ対ݥة
ますが、ॅみよいまちづくりのためにݱ
場主ٛを؏いてがんってまいります。
　今後とも皆༷方のな͓一
層のごࢦಋをよΖしく͓ئ
いਃし上͛ます。

　

͜
の
た
ͼ
の
町

બ
ڍ
に
͓
き

ま
し
て
、

બ
の
ӫ
に
ཋ
す
͜
と

が
で
き
ま
し
た
͜
と
に
ਂ
く
ײ
ँ

申
し
上
͛
ま
す
。
վ
め
て

の
Ҿ

き
క
ま
る
ࢥ
い
で
ご
͟
い
ま
す
。

　

̔
年
ؒ
町

を
୲
わ
さ
ͤ
て
い

た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
が
、
͜
れ

ま
で
の
औ
り

み
を
૯
ׅ
し
、
Ҿ

き
ଓ
き
町
ຽ
の
օ
༷
と
と
も
に
つ

く
り
͋
͛
る
「
ڞ

の
ま
ち
ͮ
く

り
」
を
、
さ
ら
に
ਐ
め
て
参
る
決

ҙ
を
৽
た
に
し
た
と
͜
ろ
で
͋
り

ま
す
。

　

۩
ମ
త
な
औ
り

み
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
ࢠ
ҭ
て
支
援
ٴ
ͼ
ڭ

ҭ
の
ॆ
実
を
さ
ら
に
ਐ
め
て
い
く

と
と
も
に
、
ࡂ

に
ڧ
い
町
ͮ
く

り
の
ڌ

と
な
る
「
ま
ち
ͮ
く
り

ෳ
合
施
ઃ
」
の

උ
、
ݝ
が
ਐ
め

る
「

林
（
Ϟ
Ϧ
）
ϊ
ϛ
ク
ス
」

と
࿈
動
し
た

の
॥

γ
ス
ς
Ϝ

の
ߏ
ங
と
木
ࡐ
の
ར
活
༻
等
に
Α

る
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ồ
対
ࡦ
、

ն
り
װ

ઢ
ಓ
࿏
の

උ
ଅ
ਐ
、
交
流
人
口

の
֦
大
に

͚
た
対
応
な
Ͳ
、
ক

来
の
ま
ち
ͮ
く
り
の
ج
൫
を
ண
実

に

උ
し
て
参
り
た
い
と
ߟ
͑
て

͓
り
ま
す
。

　

ถ

ൡ
の
名
」܅
上
ਿ
鷹
山
ެ
」

が
ઌ
ۦ
త
に
、
そ
し
て
ੵ
ۃ
త
に

औ
り

ま
れ
た
、
৩
࢈
ڵ
業
、
人

ࡐ
ҭ
成
な
Ͳ
の
ਫ਼
ਆ
に
฿
い
、
ຊ

町
の
ߋ
な
る
ৼ
ڵ
ൃ
ల
に

め
て

参
り
ま
す
の
で
、
町
ຽ
の
օ
༷
の

一

の
ご
協
ྗ
を
͓
ئ
い
申
し
上

͛
ま
す
。

白鷹町議会議員　

 渡部 善美

白鷹町長　佐藤 誠七

ୈ̏ࠤظ౻町、࢝ಈ。

白鷹町議会議員補欠選挙

町議会議員に

渡部善美氏が初当選

　町ٞࣙ৬にう町ٞ会ٞһิܽ選ڍが、白鷹
町選ڍಉに行われ、新人でແॴଐの部ળ
ඒࢯが 5�50 ථを֫ಘ、ಉ͡く新人でແॴଐ
の૿ాܒ子ࢯをഁり、ॳ選をՌたしました。

就任のごあいさつ

町
議
会
議
員
と
し
て
の
抱
負

場主ٛを؏いてがんってまいります。
　今後とも皆༷方のな͓一
層のごࢦಋをよΖしく͓ئ

町
議
会
議
員
と
し
て
の
抱
負

●�　　 広報しらたか　2016.11.14



ࢫのニュ࣮ࡕࡲ

よ
り
安
心
・
安
全
な
救
命
救
急
の
た
め
に

高
規
格
救
急
自
動
車
引
渡
し
式

介
護
の
道
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
修
了
式

　

町
૯
合

ࡂ
܇
࿅
は
10
݄
23

日
、
東
根
小
学
ߍ
ά
ラ

ϯ
υ

で
ߦ
わ
れ
、
東
根

۠
の
֤

ࣗ
ओ

ࡂ
会
、
ফ

ஂ
、
東
根

小
学
ߍ
ࣇ
ಐ
、
町
৬
һ
な
Ͳ


４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

܇
࿅
は
、

Ҫ
ຍ


ԑ
அ


ଳ
を

ݯ
と
す
る


の
ൃ

ੜ
を

定
し
た
、
ࡂ

対
ࡦ
ຊ

部
ઃ
ஔ
܇
࿅
か
ら
ス
λ
ồ
τ
。

そ
の
後
、
ਫ

܇
࿅
や
応
ٸ
څ

ਫ
ɾ
څ
৯
܇
࿅
、
応
ٸ
ٹ
ޢ
܇

࿅
、
Ր
ࡂ

͗
Ỷ
܇
࿅
な
Ͳ
18

߲

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ආ


܇
࿅
を
終
͑
た
東
根
小
学
ߍ

６
年
ੜ
の
ҥ
ା
ݩ
ج
く
Μ
は
、

ࡂ

ൃ
ੜ
࣌
の
҆
൱
を

の
伝

ݴ
で
伝
͑
ら
れ
る
「
ࡂ

伝
ݴ

μ
Π
Ϡ
ϧ
」
を
ମ
ݧ
し
、「
も

し
ࡂ

に
ૺ
ỳ
て
も
Ո

に
ࣗ


の
҆
൱
を
伝
͑
ら
れ
る
の
で

҆
心
で
き
る
」
と
ۓ
ு
し
て
い

た
表

を
؇
め
ま
し
た
。　

　

〝
も
し
も
〞
の
備
え
を
万
全
に

町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

ᲫA ܹݣሊஜᢿᚨፗጀų

ᲬA൦᧸ጀųᲭA࣯ࣖዅ൦ȷ

ዅጀųᲮA࣯ࣖᜱጀ

Ძ

Წ

ᲭᲮ

 、した࣯ᐯѣƴˊǘǓڼ１உƴᢃဇを࠰17

ǑǓ࣎ܤȷܤμƴ࣯ᙲᛪƴࣖݣしƯƍƘ

　

10
݄
28
日
、
町
ࣾ
会

ࢱ
協

議
会
が
実
施
す
る
、
平
成
28
年

度
白
鷹
町
ࣾ
会

ࢱ
協
議
会
հ

ޢ
৬
һ
ॳ

者
ݚ
म
事
業
の
म

ྃ
式
が
町
݈
康

ࢱ
η
ϯ
λ
ồ

で
ߦ
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ड
ߨ
ੜ
で
͋
る
荒

砥
高
ߍ
ੜ
６
人
、
一
ൠ
３
人
の

ܭ
̕
人
は
、
５
݄
か
ら
࢝
ま
ỳ

た
１
３
０
࣌
ؒ
に
ٴ
Ϳ
Χ
Ϧ

Ω
ỿ
ラ
Ϝ
や
施
ઃ
実
श
を
終

͑
、
͜
の
日
、

田

࣏
ࣾ
会


ࢱ
協
議
会
会

Α
り
म
ྃ
ূ

を
त
༩
さ
れ
ま
し
た
。
ड
ߨ
ੜ

の
一
人
で
、
来
年
４
݄
か
ら
町

内
の

ࢱ
施
ઃ

ਐ
Ή
Ԙ
川
ल


さ
Μ（
荒
砥
高
３
年
）は
、「
ݚ

म
は

く
て
大
ม
だ
ỳ
た
が
、

し
ỳ
か
り
や
り

͛
る
͜
と
が

で
き
た
。
͜
れ
か
ら
は
、
ࣝ
ɾ

ٕ
ज़
ɾ
հ
ޢ
の
心
を
࣋
ỳ
た
հ

ޢ
࢜
を

ࢦ
し
て
が
Μ

ỳ
て

い
き
た
い
」
と
達
成
ײ
に
満
ち

た
表

で
ҙ
ؾ
ࠐ
み
ま
し
た
。

　

10
݄
21
日
、
ফ

ॺ
白
鷹


ॺ
で
高
ن
֨
ٹ
ٸ
ࣗ
動
ं
Ҿ


し
式
が
ߦ
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
ճ
ߋ
৽
さ
れ
た
ٹ
ٸ
ࣗ
動

ं
は
、
ױ
者
ࣨ
が

く
な
ỳ
た

͜
と
で
ं
内
で
ॲ
ஔ
を
す
る
場

合
な
Ͳ
の
活
動
ス
ϖ
ồ
ス
が


く
な
り
、
ٹ
ٸ
活
動
に
大
き
く

ߩ
ݙ
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ス
Π
ϯ
ά
式
の
ス
τ
Ϩ
ỽ
ν
Ỿ

ồ
Ս

が
、
༳
れ
に
Α
る
ই
ප

者

の
ෛ
୲
を
ܰ
ݮ
。さ
ら
に
、

前
υ
Ξ
部
以
後
の

ଳ
を

ࣹ

ࡐ
で
施
ߦ
し
、
前
ଆ
໘
ࠨ
ӈ
に

̡
̚
̙

৭
౮
を

උ
す
る
͜

と
で

ؒ
に
͓
い
て
も
҆
શ
に


ߦ
す
る
͜
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
ຽ
の
օ
さ
Μ
の

ద
ਖ਼
な
ٹ
ٸ
ࣗ
動
ं
の
ར
༻
に

ご
協
ྗ
を
͓
ئ
い
し
ま
す
。

　

̲ʕᚰをƴし、ᇰ᫊をᙸƤǔӖᜒဃのႏさん

●�　　 広報しらたか　2016.11.14



小
さ
な
町
に
広
が
る
大
き
な
輪

国
際
交
流
会
を
開
催

　

さ
わ
や
か
な
秋

れ
と
な
ỳ

た
10
݄
23
日
、
ୈ
１
ճ

と
な

る
ࠃ
ࡍ
交
流
会
が
ふ
る
さ
と


林
ެ
Ԃ
内
も
り
も
り
ϋ

ス
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

͜
れ
は
、
町
内
ࡏ
住
外
ࠃ
人

と
町
ຽ
૬
ޓ
の
交
流
の
ྠ
を


͛
る
͜
と
を

త
に
、
ࠃ
ࡍ
交

流
会
実
ߦ
ҕ
һ
会
（

田

࣏

実
ߦ
ҕ
һ

）
が
ओ
催
し
た
も

の
。
͜
の
日
は
、
町
内
ࡏ
住
の

外
ࠃ
出

者
や
山
ܗ
大
学
の
ཹ

学
ੜ
な
Ͳ

30
人
と
町
ຽ
の
方

を
ؚ
め
૯

�0
人
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
中
ࠃ
、
ϕ
τ
φ
Ϝ
、

ϑ
ỹ
Ϧ
ϐ
ϯ
、
ί
ϯ
ΰ
、
ϩ
γ

Ξ
、
ラ
τ
Ϗ
Ξ
の
出

者
が
一

ಊ
に
会
し
、
山
ܗ
ݝ
の
秋
の
෩


ࢻ
で
͋
る
Ҷ
ࣽ
を
ғ
み
、
ࣗ

ݾ

հ
な
Ͳ
を
し
な
が
ら
会


を
ָ
し
み
ま
し
た
。
༗
ҙ
ٛ
な

交
流
の
࣌
ؒ
は
͋
ỳ
と
い
う
ؒ

に
ա
͗
、
ϑ
ỹ
Ϧ
ϐ
ϯ
出

の

高
橋
Ϛ
δ
ồ
さ
Μ
（
൞
藤
）
か

ら
は
「
と
て
も
ָ
し
い
交
流
が

で
き
た
。
࣍
ճ
は
ク
Ϧ
ス
Ϛ
ス

ύ
ồ
ς
ỹ
も
し
た
い
」
と
、
ૣ

く
も
࣍
の
開
催
を
希

す
る


が
ฉ
か
れ
ま
し
た
。

㹒㹍㹕㹌 㹌㹃㹕㹑

　

町

ੜ
�2
प
年
ه
೦

۠
対

߅
駅
伝
ڝ

大
会
は
10
݄
̕

日
、
町
内
15
۠
ؒ
を
݁
Ϳ
૯
ڑ


�2
ɾ
̔
Ω
ϩ
で
ߦ
わ
れ
、
６


۠
ܭ
１
０
５
人
の
ラ
ϯ
φ
ồ

が
た
す
き
を
つ
な
͗
ま
し
た
。

　

Ӎ
の
上
が
ỳ
た
ޕ
前
̕
࣌
30


、
Ϩ
ồ
ス
は
２
࿈

中
の
鷹

山
ν
ồ
Ϝ
が
τ
ỽ
ϓ
で
ス
λ
ồ

τ
。そ
の
後
、一
度
は
े
Ԧ
ν
ồ

Ϝ
が
ट
位
に
ཱ
つ
も
、
３
۠
で

荒
砥
ν
ồ
Ϝ
の
ҵ
木
ఱ
真
બ
ख

が
۠
ؒ
৽
ه

と
快

。
荒
砥

ν
ồ
Ϝ
は
そ
の
後
も
中
ɾ
高
ɾ

一
ൠ
と
ό
ラ
ϯ
ス
の
と
れ
た

ν
ồ
Ϝ
ྗ
を
見
ͤ
、
Ξ
ϯ
Χ
ồ

の

ᬒ
क
બ
ख
が
྆
ख
を
高
々

と
ڍ
͛
て
ΰ
ồ
ϧ
。
10
年
Ϳ
り

の
ӫ
光
を
ख
に
し
ま
し
た
。

　

地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

荒
砥
チ
ー
ム
が
10
年
ぶ
り
の
優
勝

大会結果

１ Ⲩ◒ ２㛫 31ศ 04⛊
２ 㮚ᒣ ２㛫 33ศ 40⛊
３ ༑⋤ ２㛫 36ศ 08⛊
４ ⺋᱓㸿 ２㛫 38ศ 11⛊
５ ᮾ᰿ ２㛫 46ศ 19⛊
６ 㩗㈅ ２㛫 50ศ 06⛊
７ ⺋᱓㹀 ３㛫 02ศ 05⛊

᩷ᆰのɦ、ଐஜをԃǊたᲱƔ

Ɩなٻ、のʴŷƕƭなƕǓ

ʩ්のƕ࠼ƕƬた

　

จ
Խ
ɾ
ス
ϙ
ồ
π
活
動
に
͓
い

て
༏
ल
な
成
績
を
収
め
શ
ࠃ
大
会


の
出
場
を
Ռ
た
さ
れ
た
方
々

に
、
町
か
ら
ܹ
ྭ
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
10
݄
交
付

と
し
て
交

付
さ
ͤ
て
い
た
だ
い
た
成
績
༏
ल

者
は
࣍
の
方
で
す
。

平
成
28
年
度
成
績
優
秀
者
激
励
金
交
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ʻٻ˟ư３ٻ˟ᡲዓのμٻ˟Јئをし

ƛたᇦ田さん
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田植えから脱穀作業までを体験
東根小学校児童が米づくりを学ぶ

　10 ݄ 1� 、౦ࠜ小学校の５年ੜ 15 人が࡞ࠄ
業を体ݧしました。
ڠ地域づくりਪਐؒࢁ地区中ࢁಐたちは、小ࣇ　
ٞ会の皆さんのࢦಋをड͚ながら、５݄にా২え、
݄̕にҴמりを体ݧ。そして、このの࡞ࠄ業で
は、ػࠄを使いながらもくもくと࠷後の࡞業に
をྲྀしました。ถづくりの全ఔを学んだࣇಐは「大
มな࡞業があって͓いしいご൧が৯られることが
わかった」「ָしい経ݧができたのでՈでも手い
をしたい」とୡ成ײにຬちたදをݟせました。

　ఱީにもܙまれ、͓ࡇとなった 10 ݄ 23 、
ϑラϫʔҪઢまつり 201� が։࠵されました。
　։会ηϨϞχʔでは、ܗࢁ鉄ಓ᷂より、ق࢛のڷ
ӺでָしΉ会とߥ高校ੜ徒会の皆さん、ࠒの
Ӻの活ੑԽٴびϘランςΟΞ等の活ಈに対してײ
ँঢ়がଃఄされました。その後、白鷹গ年গঁ合এ
団の皆さんの合এから࢝まり、ѪਅこどもԂのό
ϧʔン、よつこどもԂのଠޑ、さくらのอ育Ԃ
のΏう͗、ߥ高校ਧָ部の合、白鷹ଠޑ鷹ᠳ
会のԋٕと続き、会場はྫ年Ҏ上の盛り上がりをݟ
せました。

　ୈ 2� 回ݝܗࢁগ年গঁεϙʔπަྲྀ大会のαο
Χʔٕڝ（小学ੜの部）が 10 ݄２、ݝ૯合ӡಈ
公Ԃで։࠵され、しらたか̛̘ɽϗʔΫεεϙʔπ
গ年団が出場しました。
合は全ࢼ　 20 νʔϜを５つのブϩοΫに分͚た
τʔφϝンτઓ。１ࢼ合目の新̨̨̨ઓは５点ࠩ
をつ͚てѹউ。続く２ࢼ合目は、ݝ内でもτοϓΫ
ラεの࣮ྗをތるΫラブνʔϜの̨̛̘δΣラʔϨ
との対ઓ。̛̘ɽϗʔΫεはલを２対１のϦʔυ
でંりฦすと、後にࠠྏਅ選手（ߥ小６年）
がμϝԡしのՃ点。その後１点をฦされるも、そ
のままಀ͛り、この大会２࿈をୡ成しました。

爽やかな秋空の下で開催
フラワー長井線まつり 2016

ᲶᚾӳኽௐᲸ

แൿѨ Უࠊ࠽�ଐૼᲢૼݣ ６�１�Ũ

ൿѨ Უࠊ࢟ޛ�᳀ᲽǸǧȩȸȬᲢݣ ３�２�Ũ

第24回山形県少年少女スポーツ交流会
しらたか FC. ホークスが２連覇達成
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　10 ݄６、「ぜひって͓きたいΠϧε؊Ԍの
ࢱ߁ԋ会が町݈ߨづくり߁݈、をςʔϚに「ྍ࣏
ηンλʔで։࠵されました。
、がࢯ大学ҩ学部教तの上ٛ೭ܗࢁ、ԋではߨ　
ؾ๏、ৗੜ活でྍ࣏Ԍのҧいや؊ܕԌと̘؊ܕ̗
をつ͚ることなど、ઐ的な用ޠをわかりやすくྫ
えるなどしてઆ໌。ࢀՃ者は、自分自身だ͚でなく、
Ոやपりの方にもえられるようにと、ϝϞをと
りながら心に上ઌੜのにࣖを͚ました。

魅力的な郷土食・豊かな食文化の継承のために
町内各小学校で郷土食伝承事業
　白鷹町৯の文Խ֗ಓਪਐ会 、が（༗一会ݪੁٞ）
、自વ、文Խの࢈࢈土৯のຯととともに地場ڷ
๛かさ、ઌ人のܙなどを子どもたちにえるため
にຖ年࣮ࢪしているڷ土৯ঝ事業。今年も町内֤
小学校の６年ੜを対に行われ、ࣇಐたちは܀ごは
んやҶࣽ、ྫྷやしるなど、地元࢈の०の৯ࡐをふん
だんに使ったڷ土৯をຯわいました。いきいきਂࢁ
のどかଜでふるさとのຯをָしんだ҂小学校のڷ
土のຯをҾڷ」ಐたちは、「とても͓いしかった」ࣇ
き継いでい͚るようにがんっていきたい」とڷ土
৯の関心を高めました。

　10 ݄ 29ɾ30 の２ؒ、ୈ �� 回白鷹町ܳज़
。されました࠵が文ԽަྲྀηンλʔあΏʔΉで։ࡇ
　１目は、։会にઌ立ち「ಡ書ײ文コンΫʔϧ
ද彰ࣜ」ٴび「芳賀秀次郎賞ද彰ࣜ」がࣥり行われ、
その後の「͓んがくࡇ」と「Վགൃද」では、町গ
年গঁ合এ団や白鷹ۚ߶会など５ܭ団体がՎやָث
ԋ、いを൸࿐。２目は「ܳまつり」とし
て、一ൠ公募のࢀՃ者をؚΉ 1� の出ԋ者がそれ
ͧれの lܳज़z をεςʔδ上でදݱしました。さら
に会場には、書やࣸਅ、ֆը、ܳなど、町民の
皆さんがੜみ出したܳज़࡞が一ಊに会し、ܳज़の
ळをָしΉདྷ場者の心をັྃしました。

しらたかの “芸術の秋” を楽しむ
第46回白鷹町芸術祭

ウイルス肝炎をテーマに講演会を開催
毎日を健康に過ごす術を学ぶ
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■申込方法　新たに利用を希望する方は、申込書と添付書類を提出してください。現在入所している施設で引き続
　き保育を希望する（継続）方は、今回の申込期間内での手続きは必要ありませんが、１月に施設を通じ「現況届」
　等をお配りしますので、ご記入のうえ提出ください。
■申込書類　各施設、健康福祉課にあります。
■申 込 先　健康福祉課子育て支援係
■保 育 料　町が定める基準に基づき、保護者の住民税額（父母などの合算）と児童の年齢により決まります。
※延長保育と一時預かり保育の申し込みは、随時受付けます。

タྡ 認定区ศ 定ဨ
ᑐ㇟ඣ❺

㸦㹆��㸬�㸬�⌧ᅾ㸧

㛤ᡤ㛫

㸦ᘏ長ಖ育ྵࡴ㸧
≉ูಖ育ࢫࣅ࣮ࢧ ࢫࣂ

ಖ育ᅬࡡࡋࡀࡦ

☎８５-５２１８
２ྕ 90 ３～５ṓ

༗๓７ 30ศ㹼

　　 ༗ᚋ６ 30ศ
ᘏ長ಖ育ࠊ㞀ࡀいඣಖ育୍ࠊ㡸

ಖ育ࡾ
ۑ

のಖ育ᅬࡽࡃࡉ

☎８７-００８１
２・３ྕ 150 ０～５ṓ ༗๓７㹼༗ᚋ７

ᘏ長ಖ育ࠊஙඣಖ育㸦⏘ఇ᫂ࡅ

ಖ育ྵࡴ㸧୍ࠊ㡸ࡾಖ育
ۑ

■申込方法　新たに利用を希望する方及び１号認定を希望する方 
　は、申込書と添付書類を提出してください。現在入所している
　施設で引き続き保育を希望する（継続）方は、今回の申込期間
　内での手続きは必要ありませんが、１月に施設を通じ「現況届」
　等をお配りしますので、ご記入のうえ提出ください。
■申込書類　各施設、健康福祉課にあります。
■申 込 先　各施設
■保 育 料　町が定める基準に基づき、保護者の住民税額（父母
　などの合算）と児童の年齢により決まります。
※延長保育と一時預かり保育の申し込みは随時受付けます。

⌧ᅾのタྡ 認定区ศ 定ဨ
ᑐ㇟ඣ❺

㸦㹆29．4.1⌧ᅾ㸧

㛤ᡤ㛫

㸦ᘏ長ಖ育ྵࡴ㸧
≉ูಖ育ࢫࣅ࣮ࢧ ࢫࣂ

ឡ┿ࡇどもᅬ

☎８５-３１６０

３ྕ 60 ０～２ṓ

༗๓７㹼༗ᚋ７
ᘏ長ಖ育ࠊஙඣಖ育㸦⏘ఇ᫂ࡅ

ಖ育ྵࡴ㸧୍ࠊ㡸ࡾಖ育
�２ྕ 54 ３～５ṓ

１ྕ ６ ３～５ṓ

どもᅬࡇࡤࡘࡼ

☎８５-００８４

３ྕ 36 ０～２ṓ

༗๓７㹼༗ᚋ７
ᘏ長ಖ育ࠊஙඣಖ育㸦⏘ఇ᫂ࡅ

ಖ育ྵࡴ㸧୍ࠊ㡸ࡾಖ育
２ྕۑ 48 ３～５ṓ

１ྕ ６ ３～５ṓ

➊ 子どもが満３歳以上で、 認定こども園や
    幼稚園で教育を希望する場合に該当。
➋ 保護者が働いているいないに関わらず、
    すべての子どもが利用できる。
➌ 休園日は、 土 ・ 日曜日 ・ 祝日、 夏 ・
    冬 ・ 春休み期間。（期間中は預かり
　　保育等を実施）

平成29年４月からの

 問い合わせ  　 健康福祉課子育て支援係　☎８６-０２１２　または　各施設

保育所（対象区分：２号・３号認定）ɾɾ

ɾɾ認定こども園（対象区分：１号・２号・３号認定）

㸦ͤࡡࡋࡀࡦಖ育ᅬの㞀ࡀいඣಖ育の㛫ࡣ༗๓８ 30ศ㹼༗ᚋ４ 30ศ㸧

1号認定とは？

平成29年４月からの

健康福祉課子育て支援係　☎８６-０２１２　または　各施設

申込期間内に申し込んでね！

申込期間

11月14日（月）

～11月30日（水）

午前９時～午後５時１５分

※土 ・日 ・祝を除く

　

新入園児を募集します
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ィ画ᴫせ

ィ画ᮇ㛫　ᖹ成28ᖺ㹼ۍ 38ᖺ
ᇶᮏのᰕۍ

 Ϩ 町Ẹࡾࡦࡾࡦのேᶒࢆᑛ㔜ࡿࡍព㆑࡙ࡾࡃே࡙ࡾࡃ

 ϩ 町Ẹࡀࡾࡦࡾࡦいࡁいࡁാࡿࡁ࡛ࡀࡇࡃ⎔ቃ࡙ࡾࡃ

 Ϫ 町Ẹࡀࡾࡦࡾࡦᡭࢆᦠ࠼ཧ画ࡿࡍ㨩ຊࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿ࠶

 ϫ 町ẸࡀࡾࡦࡾࡦᏳᏳᚰ࡞⏕άࡿࡁ࡛ࡀ⤌ࡾࡃ࡙ࡳ

ᶆ┠್ᩘ࡞ۍ

■⏨ᛶの育ඣఇ業ྲྀᚓ⋡ 13㸣
■ྛ✀ᑂ㆟会 㺂ጤဨ会➼のዪᛶጤဨ௵⏝⋡ 40㸣㸦+26�21.3㸣㸧

ⓙ࣓ࠖࣥࢡࠕࡣࢇࡉい࠺ゝⴥࡈࢆᏑ▱࡛ࡍ㸽

ࠋࡍࡲゝいࢆࡇᛶの⏨ࡿࡍཧ画ᴟⓗ✚ᐙ事ࡸ育ඣࠊࡣ࣓ࣥࢡ

Q．男性の育児参加や育児休暇の取得について

ų΄ƱڸƸӷơᎰئưѮѦ࢟७ǋɧᙹЩƱƍƏƜƱǋƋƬƯ、ܼʙǍᏋ

δƸƀǍれǔ૾ƕǍǔƁƱƍƏǹǿȳǹưဃしƯƍǇƢŵƋƱƸ、ᡈ

Ƙƴ˰んưƍǔᅑƴǋңщしƯǋǒƍなƕǒ܇ᏋƯをしƯƍǇƢŵ

ųڸƸҞ࠰᧓Ꮛδ˞ୗをӕǓǇしたƕ、΄ƸӕƬƯƍǇƤんŵ༵ᚃƕᏋ

δ˞ୗをӕƬたƴᚃƴႻ࢘ƢǔƘǒƍのࢫлをௐたƤǔのƔƱᎋƑ
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ƍƱƸ࣬ƍǇƢŵ

い㸟ࡉࡔࡃぴࡈࡦࡐࠋࡍࡲい࡚ࡋᥖ㍕ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࡣュ࣮ヲ⣽ࣅࢱࣥͤ
金田浩和さん（高玉）

奥さん、3歳の息子さんと 3人暮らし
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　ۮ者等からのྗ、ੑ൜ࡑ、ετʔΧʔ行ҝ、ചങ
य़、人身औҾやηΫγϡΞϧϋラεϝンτ等、ঁੑに対
するྗは、ঁੑの人ݖを৵するものであり、ܾして
されない行ҝです。ひとりでまͣ、まͣは૬ஊをʂڐ

ẖᖺ 11᭶ 12᪥㹼 25᪥ࡣ

㐠ືࡍࡃ࡞ࢆᭀຊࡿࡍᑐዪᛶࠕ ᮇࠖ㛫࡛ࠋࡍ

࠙㹂㹔┦ㄯ０５７０-０☎ࠚࣅࢼ- ５５２１０

～「男女共同参画」について考える～

ȁઁঊࣞႢ͙ૺ̦ઁࡘ࢛૽͞اȂႻ൱ႁ͈̦ઁࡘ࿚ఴ

͂̈́ͥಎȂ੫ڰଔૺ଼༹̦ၛ̳ͥ̈́̓Ȃ༆ͅ۾

߸̩̈́Ȃ͈͌͂ͤ͌͂ͤࡢͬ২会́อ͈̭̳͂ͥܞ

̧́ͥॽழ͙̩̦̿ͤૺ̞̳͛ͣͦ̀͘ȃ

࿚!ْܑଽॐْܑهା߸ȁ☎˔ˑ.˒ˍˎˏ

イクメン
パパへ

インタビ
ュー！

子育࡚ᨭ࣮ࠖࡱࡇࠕ࣮ࢱࣥࢭ㐟ࡧ᮶࡚いࡓ金⏣࠾ࢇࡉヰࢆఛいࠋࡓࡋࡲ
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まちづくり助成事業
―上半期状況報告―

　

若
者
達
が
実
施
す
る
ふ
る
さ
と

の
良
さ
を
再
確
認
す
る
機
会
と
な

る
同
世
代
の
交
流
会
等
の
開
催
を

応
援
す
る
事
業
で
す
。

▼
助
成
対
象
と
な
る
同
窓
会

❶
同
学
年
や
同
じ
ク
ラ
ス
、
部
活

　

動
を
単
位
と
し
た
同
窓
会

❷
満
39
歳
以
下
の
学
年
の
同
窓
会

❸
出
席
予
定
者
が
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人
以
上
で
う

　

ち
３
割
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が
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住
し

　

て
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る
も
の

❹
成
人
式
と
同
日
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開
催
し
な
い

　

も
の

❺
白
鷹
町
内
で
開
催
さ
れ
る
も
の

▼
助
成
額

　

参
加
者
一
人
に
つ
き
１
０
０
０

円
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
助

成
対
象
事
業
費
は
最
低
額
２
万
円

で
、
助
成
金
の
交
付
限
度
額
は

10
万
円
で
す
。

▼
申
請
方
法
・
手
続

　

代
表
の
方
は
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事
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協
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書
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提
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し
て
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。
そ
の
後
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収
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を
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だ
き
交
付
申
請

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
が

終
わ
り
ま
し
た
ら
、実
績
報
告
書
、

決
算
書
、
同
窓
会
集
合
写
真
、
請

求
書
の
提
出
と
な
り
ま
す
。

　 地域づくり事業
　 地域活性化・大欅ＰＲ看板設置事業

■申 請 団 体　大欅有志会　会長　長岡幸夫

■認定事業費　159,840円　

■助 成 金　77,000円
　地元の名木である「大欅」を活用し観光につながるＰＲ看板の設置を
行いました。「大欅」までは、土里夢館（町下公民館）より徒歩５分で
すので、ぜひ近くで鑑賞してみてください。
　
　 地域づくり事業
　 浅立ふれあい広場遊具改修事業

■申 請 団 体　浅立子ども育成会　会長　小形雄二郎

■認定事業費　172,800円　

■助 成 金　86,000円
　子どもたちが安全に安心して使用できるように、鉄棒とブランコの改
修を行いました。今後も子どもたちと地区民がふれあいの場として活用
し、地域づくりの拠点として継続することができます。
　
　 イベント・交流拡大事業
　 町下地区第 50回盆踊り大会・第 20回花火大会記念事業

■申 請 団 体　町下区　区長　川井昭太郎

■認定事業費　524,875円　

■助 成 金　262,000円
　町下公民館事業の一環として行ってきた盆踊り大会が今年で 50 回目
を迎え、また、土里夢館建設後から行ってきた花火大会が 20 回目を数
えることとなり、紅白幕や花笠、案内看板等を新調し、記念の事業とし
て盛り上がることができました。そして地域の方々の結びつきがより一
層強まりました。

平成28年度「まちづくり助成事業」では、地域や集落ま
たは町民の自主的な団体が自分たちの手で行ったまちづく
りに関する事業に対し、その事業費の一部を助成しました。

　
ご
存
知
で
す
か
？

　 「
同
窓
会
助
成
事
業
」

「まちづくり助成事業」は皆さんが主体となって行う事業を応援します

●問い合わせ　企画政策課コミュニティ推進係　☎８７-０８３０

←

土
里
夢
館
前
の
看
板
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■
童
門
冬
二
賞

　
「
ゆ
う
気
を
出
し
て
」

　

  

梅
津　

希
望
（
東
根
小
２
年
）　

  

■
生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

　
「
幸
せ
の
か
た
ち
」

　

  

石
井　

亜
実
（
荒
砥
高
３
年
）

  

■
教
育
長
賞

　
「
カ
タ
ツ
ム
リ
は
す
ご
い
な
」

　

  

塚
田　

昊
獅
（
鮎
貝
小
３
年
）

　
「
探
し
求
め
た
答
え
」

　

  

片
山　

菜
月
（
白
鷹
中
３
年
）

　
「
な
ぜ
イ
チ
ロ
ー
は
輝
き
続
け
る
の
か
」

　

  

五
十
嵐
悠
太
（
荒
砥
高
３
年
）

  

■
図
書
館
長
賞

　
「
き
い
ち
ゃ
ん
の
お
へ
そ
？
」

  　

紺
野　

友
愛
（
荒
砥
小
２
年
）

　
「
心
を
つ
な
ぐ
お
祭
り
」

　

  

小
林　

優
那
（
荒
砥
小
４
年
）

　
「
強
く
生
き
る
」

　

  

梅
津　

絢
佳
（
東
根
小
６
年
）

　
「
大
切
な
も
の
は
そ
ば
に
あ
っ
た
。」

　
  

鈴
木　

涼
己
（
白
鷹
中
３
年
）

　
「
人
の
命
の
大
切
さ
」

　

 
守
谷
愛
咲
花
（
荒
砥
高
２
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

■
入
選
者

　

髙
橋　

陽
心
（
東
根
小
１
年
）

　

竹
田　
　

和
（
荒
砥
小
１
年
）

　

桑
嶋　

琉
生
（
鮎
貝
小
１
年
）

　

鈴
木
ひ
な
た
（
荒
砥
小
２
年
）

　

菅　
　

陽
翔
（
鮎
貝
小
２
年
）

　

髙
橋　

美
咲
（
東
根
小
３
年
）

　

渋
谷　

璃
空
（
東
根
小
４
年
）

　

丸
川　

裕
太
（
蚕
桑
小
４
年
）

　

長
谷
部　

遼
（
鮎
貝
小
４
年
）

　

菊
地
埜
々
花
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

伊
藤　

瑠
唯
（
鮎
貝
小
５
年
）

　

竹
田　
　

澪
（
荒
砥
小
６
年
）

　

今　
　

桃
香
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

樋
口　
　

凱
（
白
鷹
中
２
年
）

　

守
屋　

凪
羽
（
白
鷹
中
３
年
）

　

鈴
木　

華
凛
（
白
鷹
中
３
年
）

　

鈴
木　

里
奈
（
荒
砥
高
３
年
）

　

田
中　

遥
菜
（
荒
砥
高
３
年
）

■
一
般
の
部
（
川
柳
）

　

守
谷　

勝
助

（
※
敬
称
略
）

たくさんのご応募
ありがとうござい
ました。　　　　
　　

【問い合わせ】　
白鷹町立図書館　
☎８７- ０２１７

  

■
最
優
秀
賞

　
「
わ
た
し
の
と
も
だ
ち
」

　

  

か
ね
だ
れ
な
（
東
根
小
１
年
）

  

■
優
秀
賞

 

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】

　
「
く
や
し
な
み
だ
」

　

  

勝
見
ま
さ
き
（
東
根
小
３
年
）

 

【
小
学
生
高
学
年
の
部
】

　
「
ぼ
く
の
心
は
弱
々
し
い
」

　

  

大
滝　

悠
斗
（
鮎
貝
小
５
年
）

 

【
中
学
生
の
部
】

　
「
駅
伝
大
会
」

　

  

丸
川　

和
紗
（
白
鷹
中
１
年
）

 

【
高
校
生
の
部
】

　
「
秋
と
私
」

　

  

佐
藤
紗
綾
香
（
荒
砥
高
３
年
）

■
佳
作

【
小
学
生
の
部
】　

　

ご
と
う
か
な
と

　
　
　
　
　
　
　

（
荒
砥
小
１
年
）

　

さ
さ
は
ら
ひ
ろ
と

　
　
　
　
　
　
　

（
東
根
小
２
年
）

　

う
め
つ
ひ
か
り

　
　
　
　
　
　
　

（
東
根
小
２
年
）

　

た
か
は
し
ゆ
う
と

　
　
　
　
　
　
　

（
東
根
小
３
年
）

　

髙
橋　

光
希
（
東
根
小
４
年
）

　

土
屋　
　

湊
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

横
山　
　

鷲
（
荒
砥
小
５
年
）

　

小
林　

海
花
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

野
口　

和
人
（
荒
砥
小
６
年
）

　

青
木　

和
葉
（
東
根
小
６
年
）

【
中
学
生
の
部
】

　

馬
場　

康
平
（
白
鷹
中
１
年
）

　

梅
津　

美
佳
（
白
鷹
中
２
年
）

　

今
野　

愛
香
（
白
鷹
中
２
年
）

　

吉
田　

椋
麻
（
白
鷹
中
３
年
）

　

平
吹
和
花
奈
（
白
鷹
中
３
年
）

【
高
校
生
の
部
】

　

須
藤　

未
来
（
荒
砥
高
１
年
）

　

海
老
名　

快
（
荒
砥
高
２
年
）

芳賀秀次郎賞入選作品

　町出身の詩人で教育者の芳賀秀次郎さんの業績
を顕彰するために創設された詩の文学賞「芳賀秀
次郎賞」。小中高６校の校内審査を経た 93 点の
中から次の 22 点が入選しました。
主催：芳賀秀次郎賞実行委員会（丸川正晃会長）

表彰後、詩の朗読を披露

した金田れなさん

表彰の結果
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町
道
除
雪
実
施
基
準

　

町
内
の
֤
ॴ
に
؍
ଌ

を
ઃ
͚
、
ಓ
࿏

上
߱
ઇ
ਂ
が
10
₉
を

͑
た
場
合
に
আ
ઇ

࡞
業
を
開
࢝
し
ま
す
。

　

な
͓
、
11
݄
ɾ
12
݄
の
߱
ઇ

後
と
３

݄
の
༥
ઇ
࣌
ظ
に
͋
ỳ
て
は
ؾ
象
ঢ়
گ
に

応
じ
て
࿏
上
߱
ઇ
ਂ
を
15
₉
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
আ
ઇ
࡞
業
中
に
༥
ઇ
等
に
Α
ỳ

て
ੵ
ઇ
ਂ
が
ج
४
未
満
に
な
ỳ
た
場
合
、



の

れ

等
、
き
り
の
良
い


で

࡞
業
を
終
ྃ
す
る
場
合
が
͋
り
ま
す
。

効
率
的
な
除
雪
作
業
に
向
け
て

　

町
で
は
「
আ
ઇ
ं
ӡ
ߦ

ཧ
γ
ス

ς
Ϝ
」
を
ಋ
ೖ
し
আ
ઇ
を
ߦ
ỳ
て
い

ま
す
。

　

আ
ઇ
ं
に
ス
Ϛ
ồ
τ
ϑ
Ỽ
ϯ
を
औ

り
付
͚
、
̜
̥
̨
機

に
Α
り
আ
ઇ

ं
の
ݱ
ࡏ

と

ߦ
ܦ
࿏
を
確
認
し

な
が
ら
ޮ

త
な
আ
ઇ
࡞
業
を
ਪ
ਐ

す
る
΄
か
、

い
合
わ
ͤ
や
ཁ

に

　

ま
た
、
ಓ
࿏
の
࿏
ݞ
や
ଆ
ߔ
の
上
に
ஔ

い
て
͋
る
は
ͤ
木
や
ං
ྉ
ɾ
ੴ
な
Ͳ
も
আ

ઇ
の

͛
に
な
ỳ
た
り
আ
ઇ
ं
で
յ
す
ڪ

れ
が
͋
り
ま
す
の
で
ૣ
め
に
औ
り
আ
い
て

く
だ
さ
い
。

　

な
͓
、
ಓ
࿏
付
ۙ
の
ຽ
༗

に
͋
る
ϒ

ϩ
ỽ
ク
や
Ϛ
ϯ
ϗ
ồ
ϧ
な
Ͳ
も
আ
ઇ
ं
で

յ
す
ڪ
れ
が
͋
り
ま
す
の
で
、
আ
ઇ
前
に


ҹ
（

さ
３
ἇ
以
上
の

の
ઌ
に

い


な
Ͳ
の

ҹ
を
つ
͚
る
）
を
ཱ
て
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
ۙ
年
、

ҹ
ઃ
ஔ
が

ଟ
く
な
ỳ
て
き
て
͓
り
、
আ
ઇ
に
支
ো
を

き
た
し
て
い
る
Օ
ॴ
が
͋
り
ま
す
。
ス

Ϝ
ồ
ζ
な
আ
ઇ
が

ߦ
で
き
る
Α
う
、
અ

度
͋
る

ҹ
ઃ
ஔ
に
ご
協
ྗ
く
だ
さ
い
。

❸
地
域
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

一
人

ら
し
の
高
ྸ
者
世
ଳ
や
高
ྸ


්
世
ଳ
な
Ͳ
は
、
ઇ
に
か
か
わ
る
ෛ
୲
が

と
て
も
大
き
い
も
の
で
す
。
֤

Ҭ
に
͓

い
て
も
আ
ઇ
に
ࠔ

な
ご
Ո
ఉ
に

ྀ
い

た
だ
き
、
ۙ
ॴ
の
方
に
Α
る
আ
ઇ
࡞
業
な

Ͳ
に
ご
協
ྗ
く
だ
さ
い
。

対
し
て
ਝ

な
࿈
བྷ
対
応
を
ਤ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ϩ
ồ
λ
Ϧ
ồ
আ
ઇ
ं
に
Α
る
෯

出
し
を
ڧ
Խ
し
、
ं
ಓ
෯
の
確
อ
に

め

ま
す
。

円
滑
な
機
械
除
雪
作
業
の
た
め
に

❶
雪
押
し
場
に
つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

আ
ઇ
に
͓
い
て
、
࿏
ݞ
が
ڱ
い
ಓ
࿏
で

は
、
ۙ
ྡ
の
ാ
、
田
、
ۭ
き

な
Ͳ
の
私

༗

に
ઇ
を
ԡ
さ
ͤ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ԡ
し
場
ॴ
が
な
い
と
࣌
ؒ
の
ϩ
ス
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
年
々
、
ઇ
ԡ
し
を
அ

ら
れ
る
͜
と
が
૿
͑
て
い
ま
す
が
、
ޮ


త
な
আ
ઇ
、

Ҭ
ಓ
࿏
の
交
௨
確
อ
の
た

め
、ご
ཧ
ղ
と
ご
協
ྗ
を
͓
ئ
い
し
ま
す
。

❷
障
害
物
の
除
去
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

ಓ
࿏
上
に
थ
木
の
ࢬ
な
Ͳ
（
高
さ
４
ἇ

以
下
の
も
の
）
が
出
て
い
る
と
আ
ઇ
が
で

き
な
い
場
合
が
͋
り
ま
す
。
߱
ઇ
前
に
औ

り
আ
い
て
く
だ
さ
る
Α
う
͓
ئ
い
し
ま

す
。

　まもなくઇが߱るقઅとなりました。町では、安全ɾ安心なౙ
௨を֬อするため、11ަؒظ ݄からདྷ年 3 ݄までআઇ࡞業を行
います。今年度もԁにআઇ࡞業を行うため、Ҏ下の内༰のごཧ
ղとごྗڠを͓ئいします。

【問い合わせ】建設水道課土木係　☎８５-６１４２

冬期間の交通確保のため
除雪作業にご協力ください！

水
道
事
業
か
ら
お
知
ら
せ

　

問  

建
設
水
道
課
水
道
係
　

☎
85

－

６
１
３
７

■
積
雪
の
た
め
メ
ー
タ
ー
検
針
を
休
み
ま
す

（
１
月
〜
４
月
）

　

１
݄
か
ら
４
݄
ま
で
は
、
12
݄
ݕ

（
11
݄
の


༻
ਫ
ྔ
）
の
ਫ
ྔ
で
ྉ
金
を
請
求
さ
ͤ
て
い
た

だ
き
、
５
݄
の
ݕ

で
ਫ਼
算
さ
ͤ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ౙ
ظ
ؒ
の
ਫ
ྔ
が
11
݄
の

༻
ਫ
ྔ
と
大
෯

に
ม
動
す
る
͜
と
が
予

さ
れ
る
場
合
は
、
ݐ
ઃ

ਫ
ಓ
՝
に
ご
࿈
བྷ
く
だ
さ
い
。

■
冬
期
間
の
管
理

　

ؾ
Թ
が
Ϛ
Π
φ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、

פ

対
ࡦ
が
े

に
ߦ
わ
れ
て
い
な
い
ਫ
ಓ

は
ౚ
݁

し
た
り
、
ഁ
྾
し
た
り
し
ま
す
。
ຖ
年
、
͜
の
ౚ

݁
事
ނ
が
後
を
ઈ
ち
ま
ͤ
Μ
。
ౚ
݁
に
Α
り
ਫ
ಓ


が
ഁ
྾
す
る
と
、
म
ཧ
代
は
も
と
Α
り
、
ਫ
ಓ

ྉ
金
も
高
額
と
な
る
場
合
が
͋
り
ま
す
の
で
、
࣍

の
͜
と
に

ҙ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ਫ
ಓ

の
ౚ
݁
を

͙
に
は
、 

ब
৸
前
に
「
ෆ

ౚ
ਫ
ൈ
ખ
」
を

શ
に
ด
め

り
、
ऄ
口
を
開
い

て
ਫ
ൈ
き
し
ま
し
Ỷ
う
。

ด
め
の
ঢ়
ଶ
で
は
、

ਫ
が
࿙
れ
ଓ
͚
る
場
合
が
͋
り
ま
す
の
で
、

શ

に
ด
め
る
͜
と
が
؊
ཁ
で
す
。
ཌ
ே

༻
す
る
場

合
は
、

શ
に
開
͚
て
く
だ
さ
い
。

˞

ด
め
、

開
き
の
た
め
࿙
ਫ
す
る
έ
ồ
ス
が

　

ଟ
く
見
ら
れ
ま
す
の
で
े

ご

ҙ
く
だ
さ
い
。

˞
ώ
ồ
λ
ồ
ઢ
を
ר
い
て
い
る
ਫ
ಓ

の
場
合
は
、

　

ώ
ồ
λ
ồ
の
ί
ϯ
η
ϯ
τ
が
確
実
に
ࠩ
し
ࠐ
ま

　

れ
て
い
る
か
、
ώ
ồ
λ
ồ
が
ਖ਼
ৗ
に
࡞
動
し
て

　

い
る
か
を
確
認
し
て
͓
き
ま
し
Ỷ
う
。
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❹
間
口
の
雪
塊
除
去
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

আ
ઇ
ं
が
௨
る
と
、
ઇ
ԡ
し
൘

か
ら

ઇ
մ
が
͜
ぼ
れ
ま
す
。
ۃ
ྗ
͜
ぼ
さ
な

い
Α
う
ӡ
స
ख
も

め
て
͓
り
ま
す
が
、

１
０
０
ˋ
ઇ
մ
を

さ
な
い
আ
ઇ
は
ෆ
Մ


で
す
。
大
ܕ
ॏ
機
で
す
の
で
小
ճ
り
が

ར
か
な
い
た
め
、
࣌
ؒ
が
か
か
る
だ
͚
で

な
く
事
ނ
の
ة
ݥ
も
૿
͑
ま
す
。
ؒ
口
の

আ
ઇ

り
の
আ
ڈ
に
つ
い
て
は
ご
ཧ
ղ
ɾ

ご
協
ྗ
を
͓
ئ
い
し
ま
す
。

❺
道
路
に
雪
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
「
ফ
ઇ
ಓ
࿏
だ
か
ら
ộ
」「
ं
が
௨
れ


ফ
͑
る
か
ら
ộ
」「
Ո
に
は
ઇ
を
ࣺ
て
る

と
͜
ろ
が
ແ
い
か
ら
ộ
」
と
い
ỳ
た
ཧ
༝

で
ಓ
࿏
上
に

内
の
ઇ
を
出
す
方
が
い
ま

す
が
、
͜
れ
は
大
ม
ة
ݥ
で
す
。

　

ফ
ઇ
ࢄ
ਫ
は
߱
ઇ
࣌
の
み
で
、
ઇ
が
や

め

ࢭ
ま
り
ま
す
。
ಓ
࿏
に
ઇ
を
出
さ
れ

る
͜
と
で
、
࿏
໘
の
ౚ
݁
、
࿏
໘
の
ತ
Ԝ
、

༥
ઇ
࣌
の
β
έ
の
ݪ
Ҽ
と
な
り
、
交
௨
事

ނ
を
༠
ൃ
す
る
͜
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ઈ
対
に
ߦ
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❻
側
溝
に
雪
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

町
内
に

ઇ
で
き
る
ଆ
ߔ
は

Χ
ॴ
し

か
͋
り
ま
ͤ
Μ
。
௨
ৗ
の
ଆ
ߔ
で
は
、


ઇ
し
て
も
ਫ
が
গ
な
く
、
低
Թ
の
た
め
ઇ

は
ফ
͑
な
い

か
り
か
٧
ま
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

ઇ
Օ
ॴ
付
ۙ
で
は
な
く
、
下

流
で
٧
ま
る
と
ผ
な

Ҭ
の
方
々
に



を
か
͚
ま
す
。
ա
ڈ
に
চ
上
ਁ
ਫ
し
た

έ
ồ
ス
も
͋
り
ま
す
の
で
、
ઈ
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

❼
屋
根
雪
は
各
自
で
排
除
し
て
く
だ
さ
い

　

ຖ
年
、「
ઇ
下
ろ
し
を
し
た
か
ら
」「
屋

根
の
ઇ
が
ಓ
に
མ
ち
た
か
ら
」
আ
ઇ
に
来

て
΄
し
い
と
ݴ
ỳ
た
ཁ

が
͋
り
ま
す
。

ݪ
ଇ
、
ઇ
下
ろ
し
の
後
࢝

、
ಓ
࿏

の

མ
ઇ
࢝

は
ݐ

の
ॴ
༗
者
が
ߦ
う
Α
う

͓
ئ
い
し
ま
す
。

❽
路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

ಓ
࿏

の
ற
ं
は
、
আ
ઇ
࡞
業
の
支
ো

に
な
る

か
り
か
、
吹
ઇ
࣌
や

ؒ
は
交

௨
事
ނ
の
ݪ
Ҽ
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
࿏

上
ற
ं
は
ઈ
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

❾
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

࡞
業
中
の
আ
ઇ
ं
に
ۙ
ͮ
く
の
は
大
ม

ة
ݥ
で
す
。
আ
ઇ
ं
は
ٸ
に
ࢭ
ま
ỳ
た

り
、
ۂ
が
ỳ
た
り
、
ό
ỽ
ク
し
た
り
す
る

場
合
が
͋
り
ま
す
。
ま
た
、
আ
ઇ
ं
が
प

ғ
の
ঢ়
گ
に
ؾ
が
つ
か
な
い
場
合
も
͋
る

た
め
、
後
方
に
位
ஔ
す
る
場
合
は
े

な

ं
ؒ
ڑ

を
と
り
、
҆
શ
ӡ
స
ɾ
௨
ߦ
を

心
が
͚
て
く
だ
さ
い
。

要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

আ
ઇ
に
つ
い
て
、

Ҭ
త
な
ཁ

ɾ




は
ݸ
人
ຖ
で
は
な
く
、
ඞ
ͣ
۠

、

町
内

が
代
表
し
て
ݐ
ઃ
ਫ
ಓ
՝
に
࿈
བྷ

し
て
く
だ
さ
い
。
ຖ
年
、
同
じ

۠
か
ら

同
一
の
ཁ

が
ෳ

ճ
来
る
͜
と
が
͋
り

ま
す
。

۠
の
代
表
の
方
が
集

し
て
ご

࿈
བྷ
く
だ
さ
る
Α
う
͓
ئ
い
し
ま
す
。

雪
捨
て
場
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
最
上
川
（
荒
砥
橋
下
流
）
の

Տ
川
ෑ
を
ઇ
ࣺ
場
に
ࢦ
定
し
て
い
ま
す
。

ຖ
年
、
ઇ
と
一
ॹ
に
ଟ
く
の
ΰ
ϛ
が
ࣺ
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
ઇ
以
外
の
も
の
は
ઈ
対

に
ࣺ
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
͓
、
ઇ
を
ࣺ
て
る
ࡍ
は
、
Ԟ
か
ら
ॱ

に
ࣺ
て
て
く
だ
さ
い
。

■
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の
閉
栓
手
続
き

　

࿙
ਫ
の
ൃ
見
が

れ
、
ਫ
ಓ
ྉ
金
が
高
額
と
な

ら
な
い
Α
う
、
ౙ
ظ
ؒ

༻
し
な
い
施
ઃ
な
Ͳ
の

ด
ખ
ख
ଓ
き
を
ߦ
い
ま
し
Ỷ
う
。
ด
ખ
、
開
ખ
の

ख

ྉ
は
、
そ
れ
ͧ
れ
１
０
０
０
円
で
す
。

■
水
道
管
の
破
裂

　

ਫ
ಓ

が
ഁ
྾
し
た
場
合
は
、 

ϝ
ồ
λ
ồ
Ϙ
ỽ

ク
ス
内
の
ό
ϧ
ϒ
を
ด
め
、

ち
に
ਫ
を
ࢭ
め
て

町
ࢦ
定
څ
ਫ

ஔ

事
事
業
者
に
࿈
བྷ
し
、
म
ཧ

を
ґ
པ
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
म
ཧ
代
は
ࣗ

ݾ
ෛ
୲
と
な
り
ま
す
。

■
漏
水
の
確
認

　

Ո
中
の
ऄ
口
を
શ
部
ด
め
、
τ
Π
Ϩ
な
Ͳ
の
ਫ

λ
ϯ
ク
も
確
認
し
て
か
ら
、
ϝ
ồ
λ
ồ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
ۜ
৭
の
ύ
Π
ϩ
ỽ
τ
Ϛ
ồ
ク
ま
た

は
１
Ϧ
ỽ
τ
ϧ

が
動
い
て
い
る
場
合
は
、
Ͳ
͜

か
で
࿙
ਫ
し
て
い
る
Մ

ੑ
が
͋
り
ま
す
の
で
、

町
ࢦ
定
څ
ਫ

ஔ

事
事
業
者
に
࿈
བྷ
し
、
म
ཧ

を
ґ
པ
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

１
リ
ッ
ト
ル
針

ᮇ㛫も࣓࣮ࢆ࣮ࢱࠎ

☜認₃ࠊ࡚ࡋỈのいࡀ

ࠋ࠺ࡻࡋࡲㄪࢆい࡞

▼
利
用
期
間　

平
成
28
年
12
݄
１
日（
木
）

　
　
　
　
　

Ỗ
平
成
29
年
３
݄
31
日（
金
）

▼
利
用
時
間　

ޕ
前
̔
࣌
Ỗ
ޕ
後
５
࣌

˞
今
年
度
は
、
ઇ
ࣺ
て
場
付
ۙ
に
͓
い
て

　

৽
荒
砥
橋
ݐ
ઃ

事
ؔ

ं
྆
の
出
ೖ

　

り
が
͋
り
ま
す
の
で
、
௨
ߦ
に
は
ご


　

ҙ
く
だ
さ
い
。

安心ɾ安全なౙをաごすために

⮳�㩗㈅ࠉⲨ◒ᶫ

㞷ᤞ࡚ሙ

ί⟶⌮
࣮ࢱࣥࢭ

⮳�Ⲩ◒

ዟ

⥺㛗࣮࣡ࣛࣇ

最
上
川
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事業主の皆様へ
給与支払報告書（源泉徴収票）の様式が変わります。
　平成28年分としてఏ出いただく分から、新༷ࣜとな
ります。
　ᪧᵝᘧ࡚ᥦฟいࡔࡓいࡓሙ合ࠊࡣ᪂ᵝᘧ࡛ᥦฟい

ࠋいࡉࡔࡃὀពࡈࠊの࡛ࡍࡲࡾ࡞ࡇࡃࡔࡓ

▽  大きな変更点
ᶃ用ࢴαΠζが̖６から̖５になります。
ᶄڅ༩डڅ者ٴびැཆのݸ人൪߸の記ࡌ等がඞཁに
　なります。

▽  注意点
ᶃ事業主の方は、平成28年中にࢧったڅ༩等につい
　て、څ༩ࢧใࠂ書（૯ׅදٴびݸ人໌ࡉ書）を࡞成
　し、څ༩डڅ者が平成29年１݄１ॅډࡏݱしてい
　るࢢ町ଜ（）にఏ出してください。
ᶄఏ出いただくࡍには、૯ׅදをれͣにఴし、ಛผ
　ऩの方とී௨ऩの方を区ผください。
ᶅ新༷ࣜは11᭶17᪥㸦ᮌ㸧ࡽ場੫出ೲ՝૭ޱに
　て४උしています。

　提出は平成29年１月31日（火）必着です。

【問い合わせ】
੫出ೲ՝町民੫８５☎　- ６１̏２（௨）

町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

　

　
　
　
　
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

町
ݝ
ຽ
੫
ɾ
ݻ
定
ࢿ
࢈
੫
ɾ
ܰ

ࣗ
動
ं
੫
ɾ
ࠃ
ຽ
݈
康
อ
ݥ
੫
ٴ

ͼ
հ
ޢ
อ
ݥ
ྉ
ɾ
後
ظ
高
ྸ
者
ҩ

ྍ
อ
ݥ
ྉ
は
、
そ
れ
ͧ
れ
ೲ
ظ
限

が
͋
り
ま
す
。（
ೲ
付
書
に
ه
ࡌ

し
て
い
ま
す
。
町
報「
௲
ࠐ
表
ࢴ
」

に
も
ه
ࡌ
さ
れ
て
い
ま
す
。）

◎
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方
で
、

　

納
期
限
ま
で
納
め
ら
れ
な
か
っ

　

た
場
合
は
、
督
促
状
が
発
送
さ

　

れ
ま
す
。

 注 意
ɹಜଅ状ൃૹޙೲ͕ͳ͍状ଶ͕ଓ͖
ま͢ͱɺඞཁʹԠͯ͡࢈ࡒௐࠪͳͲΛ࣮
࢈ࡒɺࠩԡ͑ʹਐΈま͢ɻࠩԡ͑͠ࢪ
ํͰܾఆ͠ɺ事લͷ࿈བྷ͋りまͤΜɻ
ࠩԡ͑ͨڅ༩ɾ༬ۚɾอݥʢอݥ
ղͷ͏͑ʣະೲͷ੫ۚʹॆ͞Εま͢ɻ
ಈ࢈ɾෆಈ࢈ެചʹΑりՁͷ͏͑ɺ
ಉ͡くະೲͷ੫ۚʹॆͯΒΕま͢ɻ

※納期限を一定期間以上経過しますと延
滞金が発生し、さらに納付額が増加し
ます。お手元の納付書をご確認いただ
き、納期限が過ぎているものがありまし
たら早急に納付いただきますようお願い
します。

税務出納課からのお知らせ￥

◎
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
る
方

　

で
、
残
高
不
足
等
の
理
由
に
よ

　

り
口
座
振
替
で
き
な
か
っ
た
場

　

合
、口
座
振
替
不
能
通
知
書（
納

　

付
書
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納

　

付
書
で
も
納
付
い
た
だ
け
な
か

　

っ
た
場
合
は
、
督
促
状
が
発
送

　

さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

੫

出
ೲ
՝
収
ೲ
　

ὸ
85

ʵ

６
１
０
６

　

納
め
忘
れ

CAUTION

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◎
口
座
振
替
で
納
付
さ
れ
る
方

で
、
残
高
不
足
等
の
理
由
に
よ

り
口
座
振
替
で
き
な
か
っ
た
場

合
、口
座
振
替
不
能
通
知
書（
納

付
書
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納

付
書
で
も
納
付
い
た
だ
け
な
か

っ
た
場
合
は
、
督
促
状
が
発
送
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　年末調整・確定申告まで大切に保管を！

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます

ࠂびॅ民੫のਃٴྉは、ॴಘ੫ݥ民年ۚอࠃ　
に͓いて全ֹがࣾ会อݥྉ߇আ対となります。
その年の1݄1から12݄31までにೲした
อݥྉが対です。

　「ࣾ会อݥྉ（ࠃ民年ۚอݥྉ）߇আূ໌書」につい
ちての͓問い合わせは、߇আূ໌書のϋΨΩにදࣔされ
ている൪߸に͓ئいします。

�ねんきん加入者ダイヤル ☎0570-003-004』

行はถ年ۚ事ॴൃ࠶আূ໌書の߇ˎ
（☎0238-22-�220自ಈԻ）に͓問い合わせください。
　

┦ㄯ᪥ ண⣙申㎸⥾ษ᪥

11᭶ 24᪥㸦ᮌ㸧 11᭶ 18᪥㸦金㸧

12᭶ 28᪥㸦Ỉ㸧 12᭶ 22᪥㸦ᮌ㸧

ᖹ成 29ᖺ
１᭶ 25᪥㸦Ỉ㸧 １᭶ 20᪥㸦金㸧

２᭶ 22᪥㸦Ỉ㸧 ２᭶ 17᪥㸦金㸧

３᭶ 22᪥㸦Ỉ㸧 ３᭶ 17᪥㸦金㸧

年金相談の予約制のお知らせ
૭̱ࣺ͙͈ष͉ͅȂȶܖயා߄๔ȷȂȶ৪ঙྴȷȂȶഩდ๔ȷȂ

ȶඤယȷ൝̞̾̀ͅږ̵̧̯̞̹̺̳̀͘ȃ

૬ஊは、平の΄かに「ؒ࣌Ԇ」や「ि૬ஊ」も࣮ࢪしています。

࣌�後ޕ15分ʙ࣌後5ޕ　㛫ᘏ長　िॳの։ॴۃ

࣌�後ޕ30分ʙ࣌લ9ޕ　㐌ᮎ┦ㄯ　ୈ2土༵ۃ

ఇۃ 業 ᪥　土༵、༵、ॕࡇ、年年12݄29）࢝ʙ 1݄3）

みࠐ٬༷૬ஊࣨ（☎0238-22-�220）自ಈԻ案内9ˠ5（৬һ対応）まで͓ਃし͓　申㎸᪉ἲ　ถ年ۚ事ॴۃ

　ください。（ਃࠐडؒ࣌は平ޕલ830࣌分からޕ後515࣌分までです。）

ʙ࣌લ10ޕ　ㄯ㛫┦ۃ （。は30分ですؒ࣌૬ஊ）࣌12

　。ㄯሙᡤ　中ԝ公民館１֊のϗϫΠτϘʔυでご֬ೝください┦ۃ

੶年ۚށ問い合わせ　కまでに町民՝࣭ࡳ㎸ࡋ申ۃ
（☎85-�129）に͓問い合わせください。
˒૬ஊに͓ӽしのࡍはʜ
　年ۚ手ா（ૅج年ۚ൪߸௨書）、年ۚূ書、ৼࠐ௨書などのଞ、ຊ人
֬ೝができるもの（໔ূڐ等）をごࢀ࣋ください。な͓、ཧの方の場合は、
ҕঢ়がඞཁとなります。

平成28年１月１日から９月30日までの間
に国民年金保険料を納めた方

平成28年10月１日から12月31日までの間
に、今年初めて国民年金保険料を納めた方

11 月上旬に送付

翌年２月上旬に送付

○ 白鷹町中央公民館（移動年金相談日）

○ 米沢年金事務所　米沢市金池５-４-８（米沢市役所付近）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろ

ん不慮の事故など万一のときにも心強い味方とな

る制度です。保険料は納め忘れのないようにきち

んと納めましょう。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ᅜẸᖺ金
のࡽ

せࡽ▱࠾
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町からのお知らせ

　

蚕
桑
௹
ύ
ồ
ク
の
ౙ
ظ
（
12
݄
Ỗ

3
݄
）
の
ར
༻
申
ࠐ
を
ड
͚
付
͚
ま

す
。

　

な
͓
、
ౙ
ظ
ؒ
の
ར
༻
に
ؔ
し
て

は
、
町
内
ஂ
ମ
（
５
人
以
上
）
を
༏

ઌ
と
し
ま
す
の
で
、
ௐ

会
議
は
町

内
ஂ
ମ
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ࡢ
年
度
ౙ
ظ
ར
༻
実
績
の

͋
る
ஂ
ମ
に
は
ผ
్
༷
式
を
͓
ૹ
り

し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間　

11
݄
1�
日（
木
）

ޕ
後
5
࣌
ま
で

˞
৽
ن
ஂ
ମ
の
み

▼
申
込
方
法　

ࢦ
定
༷
式
に
Α
り
͓

申
し
ࠐ
み
く
だ
さ
い
。（
白
鷹
町
ڭ
ҭ

ҕ
һ
会
に
උ
͑
付
͚
）

■ 

蚕
桑
紬
パ
ー
ク
屋
内
運
動
場
利
用
調
整
会
議

《
利
用
調
整
会
議
》

▼
い
つ　

11
݄
21
日
（
݄
）

　

ޕ
後
�
࣌
Ỗ

▼
ど
こ
で　

中
ԝ
ެ
ຽ
　ؗ

３
֊
大

会
議
ࣨ

˞
ར
༻
申
ࠐ
ஂ
ମ
は
、
֤
ஂ
ମ
代
表

　

１
名
ඞ
ͣ
出
席
く
だ
さ
い
。

˞
ར
༻
ௐ

会
議
は
、
申
ࠐ
ظ
ؒ
内

　

に
ར
༻
申
請
の
提
出
が
͋
ỳ
た
ஂ

　

ମ
の
み
参
加
で
き
ま
す
。　

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

ڭ
ҭ
ҕ
һ
会　

ੜ
֔
ス
ϙ
ồ
π


ὸ
85

ʵ

６
１
４
̓

<'"9
>

85

ʵ
２
１
̔
３

　

日
ຊ

े
ࣈ
ࣾ
は
、
10
݄
21
日
の

ௗ
औ
ݝ
中
部
を

ݯ
と
す
る


に

Α
り
ඃ
ࡂ
さ
れ
た
方
々
の
ੜ
活
再
ݐ

の
一
助
と
す
る
た
め
、
ٛ
援
金
の
ड

͚
付
͚
を
ߦ
ỳ
て
い
ま
す
。

　

͓
د
ͤ
い
た
だ
い
た
ٛ
援
金
は
、

શ
額
を
ඃ
ࡂ
さ
れ
た
օ
༷
に
͓
ಧ
͚

し
ま
す
。
な
͓
ٛ
援
金
は
੫
੍
上
の

༏
۰
ા
ஔ
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
義
援
金
名　

平
成
28
年
ௗ
औ
ݝ
中

部


ࡂ

ٛ
援
金

▼
受
付
期
間　

11
݄
25
日（
金
）ま
で

˞
平
日
ޕ
前
̔
࣌
30

Ỗ
ޕ
後
５
࣌

▼
受
付
場
所　

白
鷹
町

場
１
֊
ϩ

Ϗ
ồ
ɾ
白
鷹
町
݈
康

ࢱ
η
ϯ
λ
ồ

˞
۽
ຊ


ࡂ

ٛ
援
金
͓
Α
ͼ


　

෩
10
߸
等
ࡂ

ٛ
援
金
は
、
݈
康

　


ࢱ
՝
で
ड
͚
付
͚
て
い
ま
す
。

■ 

鳥
取
県
中
部
地
震
災
害
義
援
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

R287白鷹朝日大江縦断スタンプラリー

■実施期間　平成 29 年１݄ 13 （ۚ）まで
■スタンプ設置個所

࠙ⓑ㮚町ࠚどりいΉԂചॴ、ಓのӺ白鷹Ϡφ公ԂあΏ
、֤ 新そまつり会場（11 ݄６、19 、20 、23 ）

࠙ᮅ᪥町ࠚಓのӺりんごの、りんごԹઘ、ே町࢈業ま
つりɾりんごまつり（11 ݄ 19 ɾ20 ）

࠙大Ụ町ࠚಓのӺ͓͓え、ަྲྀεςʔγϣン（+3 、（Ӻࠨ
͓͓えの࢈ຯ֮まつり（11 ݄ 13 ）
˞応募用ࢴは֤会場のϨδやड、֤町場にඋえていま

す。
■ご当地グルメギフト

࠙ⓑ㮚町ࠚถڇ（すきমき用）　̏名
࠙ᮅ᪥町ࠚΞοϓϧ࿏ௗ（μνϣ）ιʔηʔδとಲϋϜ
ηοτ　̏名

࠙大Ụ町ࠚやまがた地ܲ　̐名
■応募締切　平成 29 年１݄ 13 （ۚ）ফҹ༗ޮ
■当選発表　のൃૹをもってൃදにえさせていただ
　きます。（２݄上०༧ఆ）

【問い合わせ】産業振興課観光交流係　☎８５-６１２６

　328� 白鷹ே大ߐॎஅελンϓラϦʔを
։࠵中です。̏ 町のळのຯ֮をָしんで、८っ
て、ελンϓを集めて応募すると、ந選で「ご
地άϧϝΪϑτ」がりますʂ
　このػ会にぜひʂळのඒຯしいものを৯
、ελンϓを集めてご応募ください。

み
ほ
ん

まつり・イベン
トでスタンプ

を押すと当選確
率が２倍に！

●1�　　 広報しらたか　2016.11.14



町からのお知らせ

■ 

使
用
済
み
の
小
型
家
電
を
無
料
回
収
し
ま
す

　

͜
れ
ま
で
「
ෆ
೩
ご
み
」
と
し
て

ॲ
ཧ
し
て
い
た
小
ܕ
Ո
ి
に
ؚ
ま
れ

て
い
る
、
༗
༻
金
ଐ
（
و
金
ଐ
、
Ϩ

Ξ
ϝ
λ
ϧ
等
）
な
Ͳ
を
Ϧ
α
Π
ク
ϧ

す
る
た
め
に
ճ
収
し
ま
す
。

　

町
ຽ
օ
さ
Μ
で
一

の
ご
み
ݮ
ྔ

Խ
に
औ
り

Ή
た
め
に
、
ご
協
ྗ
を

͓
ئ
い
し
ま
す
。

　

な
͓
、
対
象
と
な
る
小
ܕ
Ո
ి

は
、
ճ
収
場
ॴ



͓
࣋
ち
く
だ

さ
い
。
ྉ
金
は
ແ
ྉ
で
す
。

▼
日
時
・
場
所

ᶃ
12
݄
11
日
（
日
）　

　

ޕ
前
10
࣌
Ỗ
ன
12
࣌

　

中
ԝ
ެ
ຽ
ؗ
１
֊　

จ
Խ
実
श
ࣨ

ᶄ
12
݄
12
日
（
݄
）

　

ޕ
前
̕
࣌
Ỗ
ޕ
後
５
࣌

　

白
鷹
町

場
１
֊　

く
ら
し

ڥ

　


（
ਖ਼
໘
ೖ
口
ӈ　

ᶅ
൪
窓
口
）

▼
回
収
で
き
る
小
型
家
電

ύ
ι
ί
ϯ
（
ϒ
ラ

ϯ

আ
く
）、

ܞ
ଳ
ి

、
σ
δ
λ
ϧ
Χ
ϝ
ラ
、
Ϗ

σ
Φ
Χ
ϝ
ラ
、
ή
ồ
Ϝ
機
、
ϫ
ồ
ϓ

ϩ
、
̙
̫
̙
ϓ
Ϩ
ồ
Ϡ
ồ
、

σ
δ

ɾ
̗
̨
ν
ỿ
ồ
φ
ồ

˞
ݸ
人

報
が
ؚ
ま
れ
る
も
の
は
、

　

事
前
に
ফ
ڈ
し
て
く
だ
さ
い
。

˞
ి

ྨ
（
ס
ి

、
Ϙ
λ
ϯ
ి


　

な
Ͳ
）
は
事
前
に
外
し
て
͓
࣋
ࠐ

　

み
く
だ
さ
い
。

˞
一
度
、
ճ
収
に
出
し
た
後
に
小
ܕ

　

Ո
ి
を
͓
ฦ
し
す
る
͜
と
は
で
き

　

ま
ͤ
Μ
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ご
み
θ
ϩ
の
日
実
ߦ
ҕ
һ
会
（
町
ຽ

՝
く
ら
し

ڥ

）

ὸ
85

ʵ

６
１
３
１

タྡ ⺋᱓ࡗ子ࣈࣛࢡ 㩗ࡗ子ࣈࣛࢡ
ࣥ ࣝࢮ࢚ࣥ

ࡓࡽࡋ

ᮾ᰿ඣ❺ࣈࣛࢡ

子ࡗい࠶ࢀࡩ

ᐇሙᡤ
⺋᱓ᆅ区コミュニテ

ィ࣮ࢱࣥࢭෆ

ⓑ㮚町子育࡚ᨭࢭ

ෆ࣮ࢱࣥ
ឡ┿ࡇどもᅬ いの㔛ᩜᆅෆ࠶ࢀࡩ

申㎸㟁ヰ␒ྕ ☎８７�１１８８ ☎８７�００８４ ☎８５�３１６０ ☎８５�２２００

㛤

ᡤ



㛫

᭶㹼金᭙᪥ ༗๓ 11㹼༗ᚋ７ ༗๓ 11㹼༗ᚋ７ ༗๓ 10㹼༗ᚋ７  12㹼༗ᚋ７

ᅵ᭙᪥ ༗๓７㹼༗ᚋ７ ༗๓７㹼༗ᚋ７ ༗๓７㹼༗ᚋ７
༗๓７ 30ศ㹼

　　　　　༗ᚋ７

Ꮫᰯ௦ఇ

長ᮇఇᬤ
༗๓７㹼༗ᚋ７ ༗๓７㹼༗ᚋ７ ༗๓７㹼༗ᚋ７

༗๓７ 30ศ㹼

　　　　　༗ᚋ７

ఇᡤ᪥
➨２ᅵ᭙᪥ࠊ᪥᭙᪥ࠊ

⚃᪥ࠊ┅࠾ࠊᖺᮎᖺጞ

➨２ᅵ᭙᪥ࠊ᪥᭙᪥ࠊ

⚃᪥ࠊ┅࠾ࠊᖺᮎᖺጞ

➨２ᅵ᭙᪥ࠊ᪥᭙᪥ࠊ

⚃᪥ࠊᖺᮎᖺጞ

➨１ᅵ᭙᪥ࢆ㝖ࡃᅵ

᭙᪥ࠊ᪥᭙᪥ࠊ⚃᪥ࠊ

ᖺᮎᖺጞࠊ┅࠾

˞ར用ྉはجຊֹۚをࣔしています。ొܗଶやαʔϏεՃࢉによってֹۚがҟなります。
˞ਃࠐみは、֤ࣇಐΫラブに͓問い合わせください。

●申込期間　11 ݄ 1� （݄）ʙ 11 ݄ 30 （ਫ）
●対象児童　ຊ町の小学校ࡏ学者で、์՝後のՈఉでのཆ育がࠔな小学校６年ੜまでのࣇಐ
●利用料（おやつ代を含む）１ʙ̏年ੜɿֹ݄ �000 ԁʗ̐ʙ６年ੜɿֹ݄ �000 ԁ

【問い合わせ】݈߁ࢱ՝子育てࢧ援８６☎  - ０２１２

଼ 3: ාഽ͈

༶ࢃهൺ·ρήȪڠൺ༗֗ȫ၌ဥൺͬ༡ਬ̱̳͘

絵画「絹の道」・写真パネル
「人形  昭和のこどもたち」展

　８݄にീԦ子ॅࡏのീ木ॏ子
༷よりدଃいただきました、ֆ
ը「ݜのಓ」ٴびࣸਅύωϧ
「人ܗ তのこどもたち（ੴ
Ҫඒઍ子さん࡞）」（10ຕ）を
లࣔします。ぜひごཡください。

▼ いつ　11݄30（ਫ）ʙ 12
݄11（）

▼どこで　白鷹町文Խަྲྀηン
λʔあΏʔΉ　文Խঝࣨ̏

▼入場料　ແྉ

【問い合わせ】　
教育ҕһ会 ੜ֔学शɾ文Խৼ
-８５☎　ڵ ６１̐６
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一
輪
の
花
に
心
こ
め
水
を
や
る　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

大
輪
が
夜
空
に
競
う
日
本
一　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

手
花
大
輪
に
な
り
し
児
ら
の
歓
喜
か
な　
　
武
蔵
野
市　

池
田　

武
子

切
れ
ぬ
鋸
輪
切
り
競
争
息
切
れ
る　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

目
に
見
え
な
い
親
子
絆
の
輪
深
い
愛　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

年
輪
を
刻
ん
だ
皺
が
宝
で
す　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

く
ち
な
し
や
今
で
は
指
輪
も
回
ら
な
い　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

頑
張
っ
て
東
京
五
輪
百
合
子
知
事　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

脱
輪
も
た
ま
に
は
あ
る
さ
夫
婦
道　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

大
輪
の
花
を
咲
か
そ
う
人
生
に　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

輪
に
な
っ
て
み
ん
な
笑
顔
で
芋
煮
会　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

七
輪
の
ス
ミ
が
も
え
て
る
朝
早
く　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎　

リ
オ
五
輪
た
ゆ
ま
ぬ
意
志
で
得
た
宝（
か
ん
げ
き
）　

萩　

野　

川
部　

ち
ゑ　

輪
に
な
っ
て
お
ど
る
白
鷹
Ｆ
Ｄ
会　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

大
輪
の
花
咲
か
す
嫁（
こ
）が
過
疎
に
来
る　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

大
輪
の
ひ
ま
わ
り
猛
暑
忘
れ
さ
せ　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

㙅
せ
細
り
し
我
が
身
に
も
八
十
八
渡
せ
の
輪
が
残
る　

萩　

野　

紺
野　

五
月

輪
も
和
も「
わ
」つ
な
が
れ
強
く
人
の
和
も　
つ
く
ば
市　

斎
藤　

靖
夫

夢
懸
け
る
ト
ウ
キ
ョ
ウ
五
輪
金
メ
ダ
ル　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子

五
つ
の
輪
輝
く
メ
ダ
ル
盛
り
上
り　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

一
輪
の
花
か
ざ
り
て
友
を
思
う　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

渡
り
鳥
輪
廻
の
朝
の
清
々
し　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

気
も
晴
れ
る
土
手
に
咲
い
た
二
輪
草　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

一
輪
の
か
れ
ん
な
花
に
つ
い
見
と
れ　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

一
輪
が
欠
け
て
余
生
の
杖
頼
り　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

夫
婦
愛
二
輪
で
歩
む
人
生
路　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

五
輪
の
輪
平
和
を
願
う
誓
い
の
輪　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

生
き
ぬ
い
た
幸
に
希
望
の
輪
を
広
げ　
　
　

広　

野　

新
野
智
耶
子

大
輪
の
ダ
リ
ヤ
堂
堂
天
を
尖
く　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

車
座
に
な
っ
て
登
山
の
夜
の
酒　
　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉　

ま
わ
り
道
し
た
が
大
輪
腰
据
え
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

し
あ
わ
せ
は
和
と
輪
の
中
の
ど
ま
ん
な
か　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

仕
事
し
て
夫
と
妻
は
両
輪　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

金
婚
で
車
の
両
輪
ま
だ
動
く　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

一
輪
の
松
を
見
な
が
ら
元
気
出
す　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

老
人
が
活
入
れ
趣
味
の
輪
投
げ
で
す　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

秋
深
く
輪
唱
さ
え
て
芸
術
祭　
　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 輪 ―　　 

次回「歌」十一月二十五日まで。　「宝」十二月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

օ
さ
Μ
͜
Μ
に
ち
は
、
協
ྗ
ୂ
の

כ
野
で
す
。

　

白
鷹
町
ຽ
に
な
ỳ
て
、
͋
ỳ
と
い

う
ؒ
に

年
が
ա
͗
て
し
ま
い
ま
し

た
。
だ
Μ
だ
Μ
と
ม
Խ
す
る
白
鷹
の

࢛
ق
ં
々
の
࢟
に
、日
々
ྭ
ま
さ
れ
、

ྗ
を
も
ら
ỳ
て
い
ま
す
。

　

͜
の

年
は

Ҭ
の
方
に
出
会
う

機
会
が
ଟ
く
、
協
ྗ
ୂ
と
い
う
ଘ
ࡏ

を
い
ろ
Μ
な
方
に

ỳ
て
い
た
だ
͚

た
の
で
は
な

い
か
な
と

ࢥ
ỳ
て
い
ま

す
。
鷹
山


۠
の
օ
さ
Μ

に
は
ἔ
か
や

の
ち
Ỵ
Μ
だ

Α
り
ἕ
を
ൃ

ߦ
し
、
一
ݢ

“かやのちゃんだより”
発行しました！

地域おこし協力隊　茅野　唯

第９回

地域おこし協力隊通信

一
ݢ

り
า
き
ま
し
た
。
協
ྗ
ୂ
が

Ͳ
Μ
な
͜
と
を
し
て
い
る
の
か
、
Ͳ

Μ
な
人
な
の
か
、
؆
単
で
は
͋
り
ま

す
が

հ
し
て
い
ま
す
。

り
า
く

中
で
إ
と
إ
を
合
わ
ͤ
、
会

を
し

て
、
͓
も
し
ろ
い
͓

や
ษ
ڧ
に
な

る
͓

を
ฉ
͚
て
、
ຖ
ճ
と
て
も
学

ͼ
の
ଟ
い
࣌
ؒ
で
す
。

　

ま
た
̕
݄
の
終
わ
り
に
は
、
ഡ
野

の
事

ॴ
に
て
「
͓

͋
ち
Ỵ
Μ
ঁ

ࢠ
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
গ
人


で
は
͋
り
ま
し
た
が
、
日
々
Ͳ
Μ
な

෩
に
ա
ご
し
て
い
る
の
か
、
ੲ
の


ら
し
は
͜
う
だ
ỳ
た
、
͋
͋
だ
ỳ
た

と
、
と
て
も

や
か
で
ָ
し
い
࣌
ؒ

で
し
た
。
͜
れ
か
ら
も
ỳ
と


し

て
、
ָ
し
Μ
で
い
た
だ
͚
る
࣌
ؒ
、

ۭ
ؒ
を
࡞
ỳ
て
い
き
た
い
と
ࢥ
ỳ
て

い
ま
す
。

　

͜
れ
か
ら
࢝
ま
る
ౙ
に
υ
Ω
υ

Ω
、わ
く
わ
く
し
て
い
る
כ
野
で
す
。

ઇ
下
ろ
し
の
や
り
方
、
ڭ
͑
て
く
だ

さ
い
ʂ

　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」

               ＆「乳幼児突然死症候群対策強化月間」です
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表 彰

結 果

一
輪
の
花
に
心
こ
め
水
を
や
る　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

大
輪
が
夜
空
に
競
う
日
本
一　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

手
花
大
輪
に
な
り
し
児
ら
の
歓
喜
か
な　
　
武
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野
市　

池
田　

武
子

切
れ
ぬ
鋸
輪
切
り
競
争
息
切
れ
る　
　
　
　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

目
に
見
え
な
い
親
子
絆
の
輪
深
い
愛　
　
　

荒
砥
甲　

五
十
公
野
か
を
る

年
輪
を
刻
ん
だ
皺
が
宝
で
す　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

五
十
公
野
春
己

く
ち
な
し
や
今
で
は
指
輪
も
回
ら
な
い　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

頑
張
っ
て
東
京
五
輪
百
合
子
知
事　
　
　
　

浅　

立　

梅
津　

太
一

脱
輪
も
た
ま
に
は
あ
る
さ
夫
婦
道　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

大
輪
の
花
を
咲
か
そ
う
人
生
に　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

輪
に
な
っ
て
み
ん
な
笑
顔
で
芋
煮
会　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

七
輪
の
ス
ミ
が
も
え
て
る
朝
早
く　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎　

リ
オ
五
輪
た
ゆ
ま
ぬ
意
志
で
得
た
宝（
か
ん
げ
き
）　

萩　

野　

川
部　

ち
ゑ　

輪
に
な
っ
て
お
ど
る
白
鷹
Ｆ
Ｄ
会　
　
　
　

荒
砥
乙　

木
口　

と
よ

大
輪
の
花
咲
か
す
嫁（
こ
）が
過
疎
に
来
る　

菖　

蒲　

小
関　
　

弘

大
輪
の
ひ
ま
わ
り
猛
暑
忘
れ
さ
せ　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

㙅
せ
細
り
し
我
が
身
に
も
八
十
八
渡
せ
の
輪
が
残
る　

萩　

野　

紺
野　

五
月

輪
も
和
も「
わ
」つ
な
が
れ
強
く
人
の
和
も　
つ
く
ば
市　

斎
藤　

靖
夫

夢
懸
け
る
ト
ウ
キ
ョ
ウ
五
輪
金
メ
ダ
ル　
　

鮎　

貝　

佐
藤　

幸
子

五
つ
の
輪
輝
く
メ
ダ
ル
盛
り
上
り　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子

一
輪
の
花
か
ざ
り
て
友
を
思
う　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

渡
り
鳥
輪
廻
の
朝
の
清
々
し　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

気
も
晴
れ
る
土
手
に
咲
い
た
二
輪
草　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

一
輪
の
か
れ
ん
な
花
に
つ
い
見
と
れ　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

一
輪
が
欠
け
て
余
生
の
杖
頼
り　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

夫
婦
愛
二
輪
で
歩
む
人
生
路　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

五
輪
の
輪
平
和
を
願
う
誓
い
の
輪　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

生
き
ぬ
い
た
幸
に
希
望
の
輪
を
広
げ　
　
　

広　

野　

新
野
智
耶
子

大
輪
の
ダ
リ
ヤ
堂
堂
天
を
尖
く　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

車
座
に
な
っ
て
登
山
の
夜
の
酒　
　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉　

ま
わ
り
道
し
た
が
大
輪
腰
据
え
る　
　
　
　

荒
砥
乙　

保
科　
　

努

し
あ
わ
せ
は
和
と
輪
の
中
の
ど
ま
ん
な
か　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

仕
事
し
て
夫
と
妻
は
両
輪　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

松
田　

久
一

金
婚
で
車
の
両
輪
ま
だ
動
く　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

一
輪
の
松
を
見
な
が
ら
元
気
出
す　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

老
人
が
活
入
れ
趣
味
の
輪
投
げ
で
す　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

秋
深
く
輪
唱
さ
え
て
芸
術
祭　
　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子
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子どもは地域の“宝”です。みんなで「虐待」から子どもを守りましょう

　ဘඏடঘછ͉߲͂Ȃ̷ͦ́͘ࡓ

͉́௳ಊ͞Ȃম̦̻̥̜̹̺ͭ̽͝ܨ

̩̈́ଗྨಎͅඏடঘཌ̳ͥພ́ܨȂ֦ࡔ

̵͉̺̥̞ͩ̽̀ͭ͘͘ȃུ͉́Ȃ̤

̷̤͢ 7-111 ȡ 8-111 ૽ͅˍ૽͈̜̥

̻̦̭͈ͭ͝ພ́ܨཌ̩̞̈́̽̀ͥ͂ଔ

̯̞̳ͦ̀͘ȃࢃˎύ̥ͣ˒ύ

ͅఉ̩Ȃͦ͘ͅˍपոષ́͜อછ̳̭ͥ

̦̜̳͂ͤ͘ȃ

うつぶせは避けるߑ
ȃ̵̠̱̱̠̥ͥ͘͘͢͡ͅૢ̢̫͚̤̜ͥͅࡉ̦͈̻̥̜ͭ͝　 ̹Ȃ

　̜̥̻͓̩֚ͭͬ̈́ͥ͝૽̱̞̭̈́͂͞ͅૢ̵̥༷ͅచ̳ͥၪ̳ͬ

　̭͉ͥ͂Ȃಊ௳֩͞ࢋȂ̫ ̦͈̈́̓মྚͬடͅཡ̪̭̳͂̈́ͤ͘ͅȃ

たばこはやめるߒ
　ၰ̦̳ͥݎાࣣȂ̞̱̈́ݎાࣣͤ͢ဘඏடঘછ͈߲อછ

　ၚ̦̩̞̠ࣞ̈́ͥ͂ΟȜΗ̦̜̳ͤ͘ȃළૡಎ͈͉ݎȂ̤̥͈̜̈́

　̥̻͈ͭ͝ఘਹ̦௩̢̩̩̈́ͤͅȂͬݟࡤା̳ͥෞ̩̞̈́͜͢ͅג

Ȃළॲິ̜̥̻͉̭̳ͭͧ͂ͥ͜͞ȃළິু̦̳̱͖͘ݞͬޣ　

ႁ̦ຈါ̳́ȃފ͈༷̈́߃̫̠ͥ͢Ȃ͜ݎ̷͈͈̻́͊ͭ͝　

できるだけ母乳で育てるߓ
　༦̹̜̥̻͉́֗̀ͣͦͭ͝Ȃ૽ࢥ͓͂̀ဘඏடঘછ߲

　͈อછၚ̦೩̞̳̞͂̀ͦͩ͘࡞ȃ૽ࢥ̦ဘඏடঘછ߲֨ͬ

　̵̧̭̳̫͉̜̦ܳͩ́ͤͭ͘Ȃ̧̺̫́ͥ༦̱̠́֗̀͘͡ȃ

　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」

               ＆「乳幼児突然死症候群対策強化月間」です

Ј産ở܇育ềỆपỮẻỤḠ　
　ᖋࢳửӖẬẺể࣬ỪủỦ܇ỄờầいẺỤḠ　
　育ềỆपむᚃầいẺỤḠ܇　　　　　　　　　　　

　ൺݘఞ͉Ȃ̱̀ࠨඅ༆̭͉̜̈́͂́

̵ͤͭ͘ȃঊ͈̓͒͜ݘఞ͈ၑဇ͉̯͘

̰́͂̀͘͜ໝॠ̳́ȃঊ͈֗̀ະհ͞

ේ͙̥ͣই̭ͥ͂͘͜ઁ̵̩̜̈́ͤ͘

ͭȃঊ֗̀ͅಫ̨̳̭ͤͥ͂́ݘఞ̱

̱̠̭̜̳̀͂ͤ͘͘͜ȃঊ͈֗̀ේ͙

͞ະհ̧̦̜͉ͥ͂Ȃಫ̴̨̳ͤȂ͌

͂ͤ́ේ̴̱̱̠͘͘͡ȃ

ˌˍˎˌ.˒˔☎!߸ଔૺࢫ࠲0ˎˍˎˌ.˒˔☎!߸׳ঊ֗̀هছࢫ࠲

乳幼児突然死症候群から

あかちゃんを守りましょう

　ൺݘఞ̳ͥͅ۾༭͞ତ͉Ȃාș௩̤̱ͤ̀حȂঊ͈̓͜ྵ్̦ͩͦͥਹఱ̈́

মͬࢃ͜୲̵̻ͭ͘ȃݘఞ͉͂ȂȂ̹͉͘ͅయͩͥ৪̽̀͢ͅȂঊ͈͈̓͜࠲

଼̥̈́͞ಿͅ՛࣐̳͖ݞͬޣגև̳́ȃȶ̱̫͈̾̾ͤ͜ȷ̜́̽̀͜Ȃ̷͈࣐և̦ঊ̓

͈ͬ͜ੱ̫͈̜̾ͥ́ͦ͊͜ݘఞ̳́ȃ

　【身体的虐待】殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶる　など
　【性 的 虐 待】子どもへの性的行為、性的行為を見せる　など
　【ネグレクト】家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする　など
　【心理的虐待】言葉による脅し、無視、子どもの前で家族に対し暴力をふるう　など

　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」　　　11 月は「児童虐待防止推進月間」

               ＆「乳幼児突然死症候群対策強化月間」です               ＆「乳幼児突然死症候群対策強化月間」です

ࣥ࣎ࣜࢪࣥࣞ࢜

ǪȬȳǸȪȜȳƴƸ܇Ʋǋᖋ

を᧸ഥƢǔƱƍƏȡȃǻȸࢳ

ǸƕᡂǊǒれƯƍǇƢŵ

̶̤͌ഩდ൝́

̮̩̺̯̞
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地域包括支援センター ℡86-0112

　

そ
れ
ͧ
れ
の
α
ϩ
ϯ
で
内
༰
に


を

͜
ら
し
、
݈
康
ڭ
ࣨ
や
ԋ

会
、
ち
Ỷ
ỳ

と
し
た
͓
出
か
͚
や
ق
અ
の
ߦ
事
な
Ͳ
参

加
さ
れ
た
օ
さ
Μ
で
ָ
し
Μ
で
い
ま
す
。

　


Ҭ
で
の
集
ま
り
は

ࡂ

൜
上
で
҆

શ
҆
心
な

Ҭ
を
つ
く
り
、
住
ຽ
同
࢜
の

つ
な
が
り
を
ڧ
く
し
ま
す
。
人
と
の
会


は
認


予

に
も
な
り
、
৽
た
な
झ
ຯ

を
見
つ
͚
た
り
、
ಛ
ٕ
を
൸
࿐
し
た
り
す

る
ν
Ỿ
ϯ
ス
も
͋
る
か
も
し
れ
ま
ͤ
Μ
。

　
「
ま
だ
参
加
し
た
͜
と
が
な
い
」
と
い

う
方
は
、
ͥ
ひ
一
度

を
ӡ
Μ
で
み
ま
ͤ

Μ
か
ʁ「
α
ϩ
ϯ
に
ߦ
く
に
は
ま
だ
ૣ
い
」

と
ࢥ
ỳ
て
い
る
方
は
、
Ϙ
ラ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
と

し
て
͓
ख
伝
い
い
た
だ
͚
ま
ͤ
Μ
か
ʁ

　

פ
さ
が

に
し
み
る
ق
અ
に
な
ỳ
て
き

ま
し
た
。「
ふ
れ
͋
い
い
き
い
き
α
ϩ
ϯ
」

で
、
心
も
ମ
も
ϙ
ỽ
Χ
ϙ
Χ
に
な
り
ま
し

Ỷ
う
。
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の
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で
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、
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と
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か
͚
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の
ߦ
事
な
Ͳ
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加
さ
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た
օ
さ
Μ
で
ָ
し
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で
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す
。


Ҭ
で
の
集
ま
り
は

ࡂ

൜
上
で
҆

શ
҆
心
な

Ҭ
を
つ
く
り
、
住
ຽ
同
࢜
の

つ
な
が
り
を
ڧ
く
し
ま
す
。
人
と
の
会


寒い季節は「ふれあいいきいきサロン」で心も体もポッカポカ！
ࠋࡍࡲい࡚ࡋ㛤ദⓗ┠　　　　　　　　ࢆࡇࡿࡍὶࡃࡋᴦሙᡤ࡛ᆅᇦの᪉࡞㌟㏆࡚ࡋいのሙ᠁ࠊࡸのண㜵ࡾもࡇࡌ㧗㱋⪅の㛢ࠊࡣࠖࣥࣟࢧࡁいࡁいい࠶ࢀࡩࠕ　

　
　○

11
月
の
開
催
日　
　
　
　
　

　

11
݄
1�
日
（
ਫ
）

　

ޕ
後
４
࣌
Ỗ
̓
࣌

○
12
月
の
開
催
日

　

12
݄
21
日
（
ਫ
）

　

ޕ
後
４
࣌
Ỗ
̓
࣌

˝
場
ॴ　

݈
康

ࢱ
η
ϯ
λ
ồ

２
֊
૬
ஊ
ࣨ

˝
૬
ஊ
ྉ　

ແ
ྉ

■

い
合
わ
　ͤ

݈
康

ࢱ
՝

ࢠ
ҭ
て
支
援


ὸ
8�

ʵ

０
２
１
２

《
婚
活
応
援
室
》

ぴ୍ࣥࣟࢧࡁいࡁいい࠶ࢀࡩ
⑩ ហקƾれƋƍǵȭȳ ㉑ ɥƾれƋƍǵȭȳ

⑪ ౕӳƍƖƍƖǵȭȳ ㉒ οҪƾれƋƍǵȭȳ

① ᙱ᭗ྚさƘǒǵȭȳ ķ ᭗ޢƔたǒƍǵȭȳ ㉓ ஜܿƾれƋƍǵȭȳ

② ᭗ƾれƋƍȷƍƖƍƖǵȭȳ ĸ ᱅ᯨƍƖƍƖǵȭȳ ㉔ ๚ƴƜƴƜǵȭȳ

③ ᇵƾれƋƍǵȭȳ Ĺ οࠪɟのƧǈǵȭȳ ㉕ ᓬƍƖƍƖƾれƋƍǵȭȳ

④ ್ឭƾれƋƍǵȭȳ ĺ ƋǒƱͣئ ㉖ ɶޛƾれƋƍƍƖƍƖǵȭȳ

⑤ ி田ހƾれƋƍǵȭȳ Ļ ᒰᄆૼထƍƖƍƖܴ ㉗ ᇌƾれƋƍǵȭȳ

⑥ ƍƖƍƖǵȭȳעૼ ļ ːထƾれƋƍȷƍƖƍƖǵȭȳ ㉘ さǘǍƔǵȭȳ࠼

⑦ ᮊȝȃȝǵȭȳ Ľ ƋたƝƍƖƍƖᒧᛯ ㉙ ˟එǫǿǯȪのޛݱ

⑧ ఞǉƭǈ˟ ľ ɦޛƾれƋƍǵȭȳ ㉚ ထɦなƔǑし˟

⑨ ᮊૼထƓたのしǈ˟ Ŀ ƍƖƍƖٻແ˟ ㉛ னඑғ、ƢƜǍƔܴ

広 

告
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子ども俳句「おいもほり」

　収穫の秋、子どもたちのお楽しみは、春に植えたお芋の収

穫です。お家の人にも手伝ってもらって、大張り切り。みん

な手を泥んこにして、ワクワクして掘りました。ながーいつ

るにおいもがいっぱいついてきました。よいしょよいしょと

引っ張りました。大きなおいもがいっぱいとれました。おう

ちにお土産、美味しいお芋の料理を食べました。

「わたしのていぬかきみたいにおいもほり」

「さつまいもつなひきしたらしりもちついた」

「つながっていっきにほれたさつまいも」

■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費
町長の主な動静 10݄ 10݄
月　日 行　　事　　名

10月 1日 首都圏白鷹会ふるさと訪問情報交換会

10月 3日

町長訓示

教育委員辞令交付式

西置賜行政組合定例会

全国地域安全運動メッセージ伝達

10月 6日 人権擁護委員退任感謝状贈呈

10月 7日 全国国保地域医療学会

10月 9日 白鷹町誕生 62 周年記念地区対抗駅伝競走大会

10月 10日 鮎貝八幡宮例大祭

10月 18日 山口宥俊師五十年褒章及び僧正昇任祝宴

10月 21日 消防署白鷹分署高規格救急自動車引渡し式

10月 22日 やまがた美しい森林づくり推進大会

10月 23日 白鷹町総合防災訓練

月　日 行　　事　　名
10月 24日 定例課長会

10月 26日 町長訓示

10月 28日

農業委員会　町長への意見書提出

議会運営委員会

第 6 回白鷹町議会臨時会

固定資産評価審査委員辞令交付式

平成 28 年度介護職員初任者研修事業修了式

10月 29日

読書感想文コンクール等表彰式

芳賀秀次郎賞表彰式

第 46 回白鷹町芸術祭

10月 30日 山口農業収穫祭

10月 31日
新荒砥橋建設促進期成同盟会役員会

県市町村行政懇談会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容

10月 3日

香典 10,000　 元職員弔慰金

香典 10,000　 長井市長ご親族弔慰金

香典 10,000　 故加藤紘一氏お別れの会

10月 14日 香典 5,000　 職員ご親族弔慰金

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
10月 20日 御祝 5,000　 ナウエルグループ 70 周年祝賀会

10月 21日
御祝 3,450　 ㈱米沢食肉公社獣魂祭

御祝 3,200　 鮎貝八幡宮例大祭

10月 28日 御祝 3,000　 山口農業収穫祭

計 49,650　

愛真こども園
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

̜̱ͭͭȿ̶̜ͭͭ

夕暮れどきは危険がいっぱい!!
்̦̯̭̥͈ͣͥͦͣ͘ͅশ͉ܢȂတ༥ͦশ

̥̫̥ͣͅۼম͈௩̦ح̯̳ͦ͘

①夕暮れ時からの外出は、目立つ明る　

い色の衣服と夜光反射材の着用

②道路を横断するときは、横断前と横　

断中の２度確認を徹底

①早めのヘッドライト点灯とこまめな切

　り替えによるハイビームの積極的活用

②夕暮れ時は速度を落とし、横断者がい

　たら必ず停止

　ȶ࣭౷֖հ൲ȷฺ̞ͅȂࡇ

͉́౷֖͈実ૂ̹̽ͅ״ๆऻဲগܥ

ෝ͈ͬاޑ̹ͥ͛Ȃ214（）Ȃ

長֔࠙ख़長̦ြ̯ͦഥో̦̜

̱̹ͤ͘ȃ

ȁๆऻͅٺ̞̠ͩ̈́͢ͅ౷֖͙

ͭ̈́́Ⴒ̱̀ࠈཡগ̱̱̠͘͡ȃ

①夕暮れ時は早めの前照灯点灯

②一時停止場所では必ず停止するなど、

　交通ルールの遵守

地域で連携して犯罪防止

歩行者

歩行者

運転者

自転車

振り込ま
ない！

送らない
！

振り込ま
ない！

振り込ま
ない！

振り込ま
ない！

振り込ま
ない！

送らない
！

送らない
！

送らない
！

送らない
！渡さない

！

広 

告看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか

ちょっと

待った！
Ȯ̤ͬ߄ါ̳ͥݥდͅါಕփ ""ȯ

ɥ̧͈̹͛ͅȶ˝˰˩͈ௌै̱ͬ̀ȷ̹͂ͣͦͩ࡞घ݁

ɥȶτΗȜΩΛ·͞༒࡛́߄̽̀ȷ̹͂ͣͦͩ࡞घ݁

ɥഎྴͬ۾ܥͥ৪̥ͣȶ΅λΛΏνȜΡ͞ನȆ֣ͬۻဖ

　̥ͥȷ̹͂ͣͦͩ࡞घ݁

Ȯ̤ͬ߄ါ̧͈̹̯͂ͦݥచੜ༹ȯ

ɜ̳̪̤ͬͅ߄૦̴ࣺͤ͘Ȃ͈ࡓ๔ږ̥̫̱̩̺̯̞̀̀ͅȃ

ɜഎ̦۾ܥ˝˰˩ௌै̹ͬͤ͛ݥȂȜΡ͞ನ൝ͬဖ̥̭ͥ

　̵͉̜͂ͤͭ͘ȃఈ૽ͅճબ๔͉୲చ̢̱̠̞̀̈́͢ͅͅޗ

　̩̺̯̞ȃ

ɜഩდ͞ιȜσ̵̢͉͈́ͭ͘ࡉ̦ȃ̤͈߄დ̦̹ͣ࠙

　٦̱̩̺̯̞̀ȃ

ɜඤ̦ຈါ̺̞̠࡛͂ͬ߄యၑ͈૽ͅള̯̞̩̺̯̞̈́́ȃ

ɜ̳ͥ߄ஜ̠֚͜ͅഽږ̱Ȃز࠙͞ख़̱̩̺̯̞̀ͅȃ
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平成 27年国勢調査
人口等基本集計結果（確定数）

平成 2� 年ࠃ調査人ޱ等جຊ集ܭ結Ռ（֬ఆ数）が
૯লより公දになりましたので͓らせします。

   山形県

　૯人ޱは ������� 人

　૯ੈଳ数は ������ ށ

平成 22 年国勢調査と比
較して、45,033人（3.9％）
減少しました。

ᅜໃㄪᰝ ᖹ成 27ᖺ ᖹ成 22ᖺ ቑῶ ቑῶ⋡

⥲ேཱྀ

14,175ே 15,314ே △ 1,139ே △ 7.4㸣

㸦⏨ 6,926㸧㸦⏨ 7,436㸧㸦⏨ △ 510㸧

㸦ዪ 7,249㸧㸦ዪ 7,878㸧㸦ዪ △ 629㸧
ୡᖏᩘ 4,405ᡞ 4,465ᡞ △ 60ᡞ △ 1.3㸣

   白鷹町

　૯人ޱは ����� 人、૯ੈଳ数は ���� ށ

࠙問い合わせࠚ企画政策課ሗ係　☎８５-６１２１㸦┤㏻㸧

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　

10
月
15
日
、
山
形
東
高
等
学
校
の

山
東
会
館
に
お
い
て
県
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
囲
碁
専
門
部
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
出
場
校
お
よ
び
人
数

は
、
山
形
東
高
校
（
２
名
）
・
山
形

南
高
校
（
９
名
）・
荒
砥
高
校
（
13
名
）

の
24
名
で
、
盤
上
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
、
齋
藤
希
さ
ん
（
２

年
１
組
）
が
女
子
の
部
で
優
勝
、
同

じ
く
菊
地
楓
花
さ
ん
（
２
年
１
組
）

が
第
２
位
と
な
り
、
県
対
抗
戦
の
部

の
一
員
と
し
て
、
11
月
11
日
～
12
日

に
岩
手
県
盛
岡
市
で
行
わ
れ
る
東
北

高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
子
級
位
戦
の
部
で
は
今

野
稔
真
君
（
２
年
２
組
）
と
大
宮
拓

真
君
（
２
年
２
組
）
の
２
名
も
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
、
東
北
大
会
で
の

活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

荒高掲示板 
東北高等学校

囲碁選手権大会出場
― 男女合わせて４人が岩手へ ―

広 

告
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催
　
し

募
　
集

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

˝
ॴ
ࡏ
　

白
鷹
町
大
ࣈ
鮎
貝
２
４

６
̔

ʵ

１
０　

˝
ื
集
ށ
　

１
ށ
（
一
ൠ
༻
）

˝
ؒ
औ
り　

３
̙
̠
（
̔
ʴ
６
ʴ
４

ɾ
５

ʴ

ॴ
ʴ
ཋ
ࣨ
）

˝
Ո
　

ॴ
ಘ
額
等
に
Α
り
݄
額
１

万
̔
５
０
０
円
Ỗ
３
万
６
４
０
０
円

《
宝
前
町
住
宅
》

˝
ॴ
ࡏ
　

白
鷹
町
大
ࣈ
े
Ԧ
５
５

０
２

ʵ

１
４

˝
ื
集
ށ
　

１
ށ
（
一
ൠ
༻
）

˝
ؒ
औ
り　

３
̙
̠
（
̔
ʴ
６
ʴ
６


ʴ

ॴ
ʴ
ཋ
ࣨ
）

˝
Ո
　

ॴ
ಘ
額
等
に
Α
り
݄
額
１

万
６
５
０
０
円
Ỗ
３
万
２
５
０
０
円

《
共
通
事
項
》

˝
ෑ
金　

Ո

の
３
ἃ
݄


˝
ೖ
居
ࢿ
　֨

住

ࠔ
ځ
者
で
、
ೖ

居
世
ଳ
の
収
ೖ
が
ެ
Ӧ
住

๏
の
ج

४
以
下
で
、
同
居
す
る


が
い
る

方
ٴ
ͼ

ྗ
ஂ
ؔ

者
で
は
な
い
方

˝
ೖ
居
Մ

日　

12
݄
下
०

˝
ื
集
ظ
　ؒ

11
݄
1�
日
（
݄
）
Ỗ

11
݄
2�
日
（
木
）
ま
で

˞
土
日
ॕ
ࡇ
日
を
আ
く
。

˝
申
ࠐ
方
๏　

平
成
2�
年

の
ݯ
ઘ


収
ථ
の
写
し
、
平
成
28
年
度
ॴ
ಘ

ূ
໌
書
な
Ͳ
ೖ
居
者
શ
һ
の
ॴ
ಘ
が

わ
か
る
も
の
ٴ
ͼ
住
ຽ
ථ
౽
ຊ
、
ݸ

人
൪
߸
が
確
認
で
き
る
書
ྨ
が
ඞ
ཁ

と
な
り
ま
す
。（
Ϛ
Π
φ
ϯ
ό
ồ
੍
度

の
ಋ
ೖ
に
Α
り
、
申
ࠐ
者
の
ཁ
݅
に

Α
り
提
出
書
ྨ
が
ҟ
な
る
場
合
が
͋

り
ま
す
。）
ৄ
し
く
は
͓

い
合
わ

ͤ
く
だ
さ
い
。

˙

い
合
わ
　ͤ

ݐ
ઃ
ਫ
ಓ
՝

ཧ

　

ὸ
85

ʵ

６
１
４
０

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
１
号
》

˝
ॴ
ࡏ
　

白
鷹
町
大
ࣈ
荒
砥
Ե

̓
２
５

ʵ

１

˝
ื
集
ށ
　

ɾ
ಛ

༻　

１
ށ

ɾ
一
ൠ
༻　

１
ށ

˞
一
ൠ
༻
は
、高
ྸ
者
世
ଳ
、心

ো


者
世
ଳ
、
ࢠ
世
ଳ
、ଟ
ࢠ
世
ଳ
等

に
対
し
て
༏
۰
ા
ஔ
༗
り

˝
ؒ
औ
り　

̔
ʴ
６
ʴ
６
ʴ
̙
̠

˝
Ո
　

ॴ
ಘ
額
等
に
Α
り
݄
額

２
万
４
ઍ
円
Ỗ
�
万
̓
１
０
０
円

˝
ෑ
金　

Ո

の
３
ἃ
݄


˝
ೖ
居
ࢿ
　֨

ೖ
居
世
ଳ
の
収
ೖ
が

ެ
Ӧ
住

๏
で
ن
定
す
る
ج
४
以
下

で
、
ݝ
Ӧ
住

に
同
居
す
る


を

༗
す
る
住

ࠔ
ځ
者
で
͋
る
͜
と
。

˝
ೖ
居
࣌
　ظ

２
݄
上
०

˝
ื
集
ظ
　ؒ

12
݄
12
日
（
݄
）
Ỗ

1�
日
（
金
）
ޕ
前
10
࣌
Ỗ
ޕ
後
５
࣌

ま
で

˝
ड
付
場
ॴ　

ஔ
ࣀ
૯
合
支
ி

ி

ࣷ
１
֊　

૯
合
Ҋ
内
窓
口

˙

い
合
わ
　ͤ

ݝ
Ӧ
住

ࢦ
定


ཧ
者　

᷂

Ԧ
ෆ
動
࢈
ஔ
ࣀ
事

ॴ

ὸ
０
２
３
̔

ʵ

2�

ʵ

２
３
３
２

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

・
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
ご
案
内

「
ゆ
ỳ
く
り
、
ָ
し
み
な
が
ら
ମ
を

　

動
か
し
て
み
ま
ͤ
Μ
か
。」

ừ
ܰ
ス
ϙ
ồ
π
Ử

˝
い
つ　

11
݄
19
日
（
土
）

　

ޕ
前
̕
࣌
30

Ỗ
11
࣌
30


˝
Ͳ
͜
で　

荒
砥

۠
ί
ϛ
ỿ
χ
ς

ỹ
η
ϯ
λ
ồ　

ϗ
ồ
ϧ

˝
内
༰　

ϫ
φ
ή
、
ϖ
λ
ϯ
ク
等

˝
࣋
ち
　

ҿ
み

、
ζ
ỽ
ク

ừ
滝
野
৽
そ

ま
つ
り
ί
ồ
ス

Ỽ

ồ
Ω
ϯ
ά
Ử

˝
い
つ　

11
݄
20
日
（
日
）

　

ޕ
前
̔
࣌
30

集
合

˝
集
合
場
ॴ　

݈
康

ࢱ
η
ϯ
λ
ồ

ற
ं
場

˝
ί
ồ
ス　

６
Ω
ϩ
ί
ồ
ス

˞

Ỽ
ồ
Ω
ϯ
ά
終
ྃ
後
に
৽
そ


を
い
た
だ
き
ま
す
。

˝
࣋
ち
　

ҿ
み

、
Ӎ
۩
等　

˙
申
し
ࠐ
み
ɾ

い
合
わ
ͤ

ݩ
ؾ
χ
ί
χ
ί
ਪ
ਐ
会　

平
吹　

ོ

ὸ
０
̔
０

ʵ

５
２
２
１

ʵ

０
̕
４
２

　

は
ば
た
け
世
界
へ
南
東
北
総
体

　

２
０
１
７
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

来
年
の
Ն
に
、
山
ܗ
ݝ
ɾ
ٶ

ݝ

ɾ

ౡ
ݝ
の
ೆ
東

ࡾ
ݝ
で
Π
ϯ
λ

ồ
ϋ
Π
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ϓ

Ϩ
Π
ϕ
ϯ
τ
を
高
ߍ
ੜ
が
中
心
と
な

ỳ
て
ߦ
い
ま
す
。

˝
日
　࣌

12
݄
11
日
（
日
）

　

ޕ
前
10
࣌
Ỗ
ޕ
後
３
࣌

˝
会
場　

ࠃ
ࡍ
交
流
ϓ
ラ
β　

山
ܗ

Ϗ
ỽ
ά

Π
ϯ
ά
（
山
ܗ
ࢢ
）

˝
内
༰　

ス
ς
ồ
δ
Π
ϕ
ϯ
τ
や
高

ߍ
ੜ
が
࡞
ỳ
た

࢈
加


等
の
ൢ

ച
、
ҿ
৯
ί
ồ
φ
ồ
な
Ͳ

˙

い
合
わ
　ͤ

શ
ࠃ
高
ߍ
૯
ମ
ਪ

ਐ
՝

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

ὸ
０
２
３

ʵ

６
３
０

ʵ

２
３
̔
５

　

第
１
回
陸
上
自
衛
隊
第
６
音
楽

　

隊
青
少
年
コ
ン
サ
ー
ト

˝
い
つ　

12
݄
20
日
（
Ր
）

　

ޕ
後
６
࣌
開
場
ʗ
６
࣌
30

開
ԋ

˝
Ͳ
͜
で　

山
ܗ
ς
ϧ
α　

ς
ϧ
α

ϗ
ồ
ϧ

˝
ओ
催　


上
ࣗ
Ӵ
ୂ
ୈ
６
Ի
ָ
ୂ

˝
ओ
ԋ　

ୈ
６
Ի
ָ
ୂ

˝
ೖ
場
ྉ　

ແ
ྉ
（
ࢦ
定
席
）

˝
申
ࠐ
方
๏　

Π
ϯ
λ
ồ
ω
ỽ
τ
ま

た
は
ԟ
෮
ϋ
Ψ
Ω
に
て
応
ื
し
て
く

だ
さ
い
。
な
͓
、
̛
̖
̭
で
の
応
ื

は
ड
͚
付
͚
て
い
ま
ͤ
Μ
。

˞
そ
の
ଞ
、
応
ื
ཁ
ྖ
の
ৄ
ࡉ
は
ϙ

ス
λ
ồ
ɾ
ν
ラ
γ
、
ୈ
６
ࢣ
ஂ
ϗ

ồ
Ϝ
ϖ
ồ
δ
（IUUQ���X

X
X

�N
PE�

HP�KQ�HTEG�OFBF��E�

）
を
ご
ཡ

く
だ
さ
い
。

˝
申
ࠐ
క
　

11
݄
28
日（
݄
）ඞ
ண

˞
応
ื
ଟ

の
場
合
は
ந
બ
。

˙

い
合
わ
　ͤ


上
ࣗ
Ӵ
ୂ
ୈ
６

Ի
ָ
　ୂ

ὸ
０
２
３
̓

ʵ

�8

ʵ

１
１
５
１

（
内
ઢ
５
４
̓
５
）

　

第
37
回
東
北
南
部
三
県
警
察

　

音
楽
隊
演
奏
会

˝
い
つ　

12
݄
３
日
（
土
）

　

ޕ
後
１
࣌
30

開
場
ʗ
２
࣌
開
ԋ
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お
し
ら
せ


ϯ
υ
Ξ
ό

τ
（

ঢ়
交
ࠩ

）

の

උ
を
ߦ
ỳ
て
い
ま
す
。
ラ

ϯ

υ
Ξ
ό

τ
と
は
、
交
ࠩ

の
中
ԝ

に
ౡ
を
࡞
り
、
そ
の
प
り
を
࣌
ܭ
ճ

り
に
௨
ߦ
す
る
͜
と
で
ं
が
交
ࠩ
す

る
Օ
ॴ
を
ݮ
ら
し
、
҆
શ
ੑ
を
高
め

た
交
ࠩ

で
す
。

˝

事
予
定
ظ
　ؒ

11
݄
下
०
ま
で

˝

事
場
ॴ　


Ҫ
ࢢ
平
山
ࢠ
ࡔ


۠
（
ࢢ
ಓ
花
࡞
平
山
ઢ
と
ࢢ
ಓ
平
ઘ

ઢ
の
交
ࠩ

）

　

௨
ߦ
方
๏
な
Ͳ
の
ৄ
し
い
内
༰
に

つ
い
て
は
、

場
窓
口
に
උ
͑
て
͋

る
Ϧ
ồ
ϑ
Ϩ
ỽ
τ
に
ه
ࡌ
し
て
い
ま

す
。
ݝ
内
ॳ
の

ঢ়
交
ࠩ

で
す
。

҆
શ
ӡ
స
に
ご
協
ྗ
く
だ
さ
い
。

˙

い
合
わ
　ͤ


Ҫ
ࢢ
ݐ
ઃ
՝
ݐ

ઃ

උ
　

ὸ
8�

ʵ
０
̔
６
２

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て

　

ة
ݥ
υ
ラ
ỽ
ά
は
、「
ങ
わ
な
い
ʂ


わ
な
い
ʂ
か
か
わ
ら
な
い
ʂ
」
Ỗ

11
݄
2
日
か
ら
11
݄
30
日
は
山
ܗ
ݝ

ة
ݥ
υ
ラ
ỽ
ά

໓
ӡ
動
ڧ
Խ
݄
ؒ

で
す
Ỗ

▼
危
険
ド
ラ
ッ
グ
と
は
…

　

ة
ݥ
υ
ラ
ỽ
ά
は
、
麻
ༀ
や
֮
੧

ࡎ
と
同
༷
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
༗


ੑ
が
͋
り
、
༷
々
な
݈
康
ඃ

を

Ҿ
き
ى
͜
し
ま
す
。
๏

の
ن
੍
を

ൈ
͚
て
ച
ら
れ
て
い
る
と
て
も
ة
ݥ

˝
Ͳ
͜
で　

や
ま
͗
Μ
ϗ
ồ
ϧ
（
山

ܗ
ݝ
ݝ
ຽ
会
ؗ
）

˝
内
༰　

山
ܗ
ݝ
ɾ
ٶ

ݝ
ɾ

ౡ

ݝ
ܯ

Ի
ָ
ୂ
の
ԋ

ɾ
ス
ς
ồ
δ

υ
Ϧ
ϧ

˝
ೖ
場
ྉ　

ແ
ྉ

˙

い
合
わ
　ͤ

ܯ

ຊ
部
ܯ

部


報
૬
ஊ
՝

ὸ
０
２
３

ʵ

６
２
６

ʵ

０
１
１
０

（
内
ઢ
２
１
̓
４
）

　　
　

蚕
桑
地
区
健
康
教
室
を

　
　

開
催
し
ま
す

˝
い
つ　

11
݄
1�
日
（
ਫ
）

　

ޕ
前
10
࣌
Ỗ

˝
Ͳ
͜
で　

蚕
桑

۠
ί
ϛ
ỿ
χ
ς

ỹ
η
ϯ
λ
ồ

˝
内
༰　

「
݈
康
で

ੜ
き
ʂ
Ỗ
蚕

桑

۠
݈

݁
Ռ
か
ら
わ
か
る
͜
と

Ỗ
」

˞
申
ࠐ
み
は
ෆ
ཁ
で
す
。
݂
ѹ
ଌ
定
、

݈
康
૬
ஊ
も
ߦ
い
ま
す
。
ͥ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

˙

い
合
わ
　ͤ

݈
康

ࢱ
՝
݈
康

ਪ
ਐ
　

ὸ
8�

ʵ
０
２
１
０

 　

長
井
市
建
設
課
か
ら
お
知
ら
せ

　


Ҫ
ࢢ
で
は
、
ݝ
内
ॳ
と
な
る
ラ

な
ༀ

で
す
。

▼
使
う
と
ど
う
な
る
か
…

　

ҙ
ࣝ
が
も
う
ろ
う
と
し
た
り
、
ݺ

ٵ
が
で
き
な
く
な
ỳ
た
り
し
て
໋
に

か
か
わ
る
͜
と
が
͋
り
ま
す
。
実
ࡍ

に
ࢮ

事
ނ
や
ҙ
ࣝ
ো

に
Α
る
交

௨
事
ނ
も
ଟ
く
ൃ
ੜ
し
て
い
ま
す
。

ừ
薬
物
相
談
窓
口
】

　

ة
ݥ
υ
ラ
ỽ
ά
に
ؔ
す
る

報
や

ࠔ
り
ご
と
な
Ͳ
、
ご
૬
ஊ
く
だ
さ
い
。

˔
ஔ
ࣀ
อ
݈
ॴ　

ὸ
０
２
３
̔

ʵ

22

ʵ

３
̔
̓
２

˔
ਫ਼
ਆ
อ
݈

ࢱ
η
ϯ
λ
ồ　

ὸ
０
２
３

ʵ

６
２
４

ʵ

１
２
１
̓

˔
ݝ
ܯ

ຊ
部　

ὸ
０
２
３

ʵ

６
３
５

ʵ

１
０
̓
４

˔
ݝ
݈
康

ࢱ
部
݈
康

ࢱ
ا
ը
՝

ὸ
０
２
３

ʵ

６
３
０

ʵ

２
３
３
２

　
　　

公
立
置
賜
総
合
病
院
か
ら

　

面
会
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

Π
ϯ
ϑ
ϧ
Τ
ϯ
β
流
ߦ
の
࣌
ظ
を

ܴ
͑
、
ೖ
Ӄ
さ
れ
て
い
る
ױ
者
さ
Μ

は
、
໔
Ӹ
ྗ
の
低
下
な
Ͳ
で
ײ
છ
し

や
す
く
な
ỳ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ײ
છ
予

の
た
め
に

Ϛ
ス
ク
の
ண
༻
ແ
し
で
は
໘
会
す
る

͜
と
を
͓
அ
わ
り
す
る
͜
と
と
な
り

ま
す
の
で
、
օ
༷
の
ご
ཧ
ղ
と
ご
協

ྗ
を
͓
ئ
い
い
た
し
ま
す
。

˙

い
合
わ
　ͤ

ެ
ཱ
ஔ
ࣀ
૯
合
ප

Ӄ
ҩ
事

報
՝

ὸ
０
２
３
̔

ʵ

��

ʵ

５
０
０
０

　
　

　
　

置
賜
地
域
議
員
協
議
会
を

　
　

開
催
し
ま
す

　


Ҭ
の
՝

や
施
ઃ
等
に
つ
い
て
、


ݩ
議
һ
が
৹
議
を
ߦ
い
ま
す
。
ݝ

議
会
の
活
動
を

ۙ
で

ௌ
で
き
る

良
い
機
会
で
す
の
で
、
ͥ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

˝
い
つ　

11
݄
18
日
（
金
）

　

ޕ
後
３
࣌
Ỗ（
２
࣌
30

Ỗ
ड
付
）

˝
Ͳ
͜
で　

ஔ
ࣀ
૯
合
支
ி

ஔ
ࣀ


Ҭ
ৼ
ڵ
　ہ

ߨ
ಊ

˙

い
合
わ
　ͤ

山
ܗ
ݝ
議
会
事


ہ

ࡦ
ௐ
ࠪ
ࣨ

ὸ
０
２
３

ʵ

６
３
０

ʵ

２
̔
４
５

　

平
成
28
年
度
防
災
気
象
講
演
会

　

を
開
催
し
ま
す

˝
い
つ　

12
݄
10
日
（
土
）

　

ޕ
後
１
࣌
30

Ỗ
４
࣌
（
ޕ
後
１

　

࣌
開
場
）

˝
Ͳ
͜
で　

ೆ
ཅ
ࢢ
จ
Խ
会
ؗ
小
ϗ

ồ
ϧ

˝
内
༰

ᶃ
「
大
Ӎ
、
そ
の
࣌
Ͳ
う
す
る
ʁ

　
　
　

Ỗ
ؾ
象

報
の
ར
活
༻
Ỗ
」

ừ
ߨ
ࢣ
Ử
Ԭ
田
み
は
る　

ࢯ
（
一
ൠ

ࣾ
ஂ
๏
人
日
ຊ
ؾ
象
予
報
࢜
会　

ؾ

象
予
報
࢜
）

ᶄ
「
土
࠭
ࡂ

を

る
ɾ
උ
͑
る
ɾ

ߦ
動
す
る
」

ừ
ߨ
ࢣ
Ử
Ԭ
ຊ
ਖ਼
உ　

ࢯ
（
一
ൠ
ࣾ

ஂ
๏
人
શ
ࠃ
࣏
ਫ
࠭

協
会　

ཧ
事


）　

˝
申
ࠐ
క
　

11
݄
21
日
（
݄
）

˞
席
に
༨
༟
が
͋
る
場
合
は

日
の

ೖ
場
も
Մ

で
す
。

˝
ओ
催　

（
一
ࡒ
）
ফ


ࡂ
Պ
学

η
ϯ
λ
ồ
、
山
ܗ

方
ؾ
象

、
山

ܗ
ݝ
、
ೆ
ཅ
ࢢ

˙
申
し
ࠐ
み
ɾ

い
合
わ
ͤ

山
ܗ
ݝ
ة
機

ཧ
՝

ὸ
０
２
３

ʵ

６
３
０

ʵ

２
６
５
４

<'"9
>

０
２
３

ʵ

６
３
３

ʵ

４
̓
１
１

東
北
ろ
う
き
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
】

　

ݝ
内

の
ब
৬
ଅ
ਐ
の
た
め
の
ڭ

ҭ
ϩ
ồ
ϯ
で
す
。
ଔ
業
後
、
ݝ
内
に

ब
৬
ŋ
ब
業
し
た
場
合
は
、
そ
れ
以

߱
の
ར
ࢠ
に
対
し
て
、
ݩ
金
３
０
０

万
円
を
限
度
に
ڭ
ҭ
ج
金
協
会
か
ら

年
２
ɾ
０
ˋ
の
ར
ࢠ
ิ
څ
を
ड
͚
る

͜
と
が
で
き
ま
す
。

˝

い
み
ち　

高
ߍ
、

大
、
大
学
、

֤
छ
ઐ

学
ߍ
等
の
学
ࢿ
金
、
住
居

ɾ
ੜ
活
ࢿ
金
な
Ͳ

˝
༥
ࢿ
限
度
額　

１
０
０
０
万
円

˝
༥
ࢿ
金
ར
（
ݻ
定
金
ར
、
อ
ূ
ྉ
ࠐ
）

　

年
２
ɾ
５
０
ˋ
Ỗ
３
ɾ
６
５
ˋ

˝
༥
ࢿ
ظ
　ؒ

最

10
年
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˞
ࡏ
学
ظ
ؒ
中
、
ݩ
金
の
ฦ
ࡁ
を
最


６
年
ؒ
ਾ
͑
ஔ
く
͜
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
ؒ
は
ご
ར
ଉ
の
み
の
ご
ฦ

ࡁ
と
な
り
ま
す
。

˝
อ
ূ
ྉ

　

ஂ
ମ
会
һ　
　
　

年
０
ɾ
̓
ˋ

　

ஂ
ମ
会
һ
以
外　

年
１
ɾ
２
０
ˋ

【
生
活
応
援
ロ
ー
ン
】

　

町
と
࿑
ಇ
金
ݿ
が
協
ྗ
し
て
低
ར

で
༥
ࢿ
す
る
੍
度
で
す
。

  

ࣗ
動
ं
、
Ո
ి
の
ߪ
ೖ
、
ڭ
ҭ
ࢿ

金
、
ҩ
ྍ
費
な
Ͳ
、
ੜ
活
ࢿ
金
શ
ൠ

に
ར
༻
で
き
ま
す
。

˝
対
象
者　

ᶃ
白
鷹
町
に
͓
住
ま
い
の
ۈ
࿑
者
の

　

方
、
ま
た
は
白
鷹
町
ۈ
࿑
者
ޓ
助

　

会
の
会
һ
の
方

ᶄ
࿑
ಇ

合
が
な
い
、
ま
た
は
৬
場

　

に
༥
ࢿ
੍
度
の
な
い
方

˝
༥
ࢿ
額
ٴ
ͼ
ظ
ؒ
等

˓
ੜ
活
ࢿ
金
（
ੜ
活
ࢿ
金
ɾ

ٱ
ফ

　

費
ࡒ
ߪ
ೖ
等
）

˝
༥
ࢿ
限
度
額　

１
０
０
万
円 

˝
༥
ࢿ
ظ
　ؒ

̓
年
以
内 

˝
༥
ࢿ
金
ར
（
ݻ
定
金
ར
、
อ
ূ
ྉ
ࠐ
）

　

年
３
ɾ
２
Ỗ
３
ɾ
̓
ˋ

˓
ڭ
ҭ
ࢿ
金（
ڭ
ҭ
ࢿ
金
、
त
業
ྉ
等
） 

˝
༥
ࢿ
限
度
額　

３
０
０
万
円 

˝
༥
ࢿ
ظ
　ؒ

10
年
以
内 

˝
༥
ࢿ
金
ར
（
ݻ
定
金
ར
、
อ
ূ
ྉ
ࠐ
）

　

年
２
ɾ
２
Ỗ
２
ɾ
̓
ˋ

˓

ࢱ
ࢿ
金
（
出
࢈
、
ҭ
ࣇ
、
ࡂ


　

෮
چ
ࢿ
金
等
）

˝
༥
ࢿ
限
度
額　

１
０
０
万
円 

˝
༥
ࢿ
ظ
　ؒ

̓
年
以
内 

˝
༥
ࢿ
金
ར
（
ݻ
定
金
ར
、
อ
ূ
ྉ
ࠐ
）

　

年
１
ɾ
̕
Ỗ
２
ɾ
４
ˋ

˓
ࣗ
動
ं
ࢿ
金
（
ࣗ
動
ं
ߪ
ೖ
ࢿ
金
、

　

ࣗ
動
ं
に
ؔ
す
る
ࢿ
金
）

˝
༥
ࢿ
限
度
額　

２
０
０
万
円 

˝
༥
ࢿ
ظ
　ؒ

̓
年
以
内

˝
༥
ࢿ
金
ར
（
ݻ
定
金
ར
、
อ
ূ
ྉ
ࠐ
）

　

年
２
ɾ
３
Ỗ
２
ɾ
̔
ˋ

˞
「
白
鷹
町
ۈ
࿑
者
ޓ
助
会
会
һ
」

は
町
Α
り
年
１
ɾ
０
ˋ
の
ར
ࢠ
ิ
څ

が
͋
り
ま
す
。

「
白
鷹
町
ۈ
࿑
者
ޓ
助
会
会
һ
」
以

外
の
方
は
年
０
ɾ
３
ˋ
の
ར
ࢠ
ิ
څ

と
な
り
ま
す
。

˙
申
し
ࠐ
み
ɾ

い
合
わ
　ͤ

東

࿑
ಇ
金
ݿ

Ҫ
支
ళ

ὸ
8�

ʵ

１
１
０
０

お詫びと訂正

ใしらたか」　 10 ݄ 13 ߸」21 ϖʔ
δの「平成 28 年度໌るい選ൃܒڍඪޠ
入賞者」の記事内でޡりがありました。
下記のと͓りగਖ਼して͓びします。

˙入選【小学校高学年の部】

木　ඒ紅 ˠ（ਖ਼）ླ木　ඒۭླ（ޡ）

！

大好評発売中「白鷹の赤すももわいん」

　今年も「白鷹のすももわいん」がൃചされましたʂ
　ϑϨογϡでやかなຯわいの、きれいなಁ໌ײのあ
るすももわいん。ಓのӺ白鷹Ϡφ公Ԃをは͡め、町内
ञྨൢചళでݶఆൃചとなって͓ります。
　͓土࢈やסഋञとして、ੋඇどうͧ̇

2017 カレンダー「しらたかの四季」

　この度、201� ΧϨンμʔ「しらたかのق࢛」を੍࡞しました。
　町内ΧϝラѪՈの方々がࡱӨした７点のࣸਅ。ંق࢛々の
白鷹ならではの෩ܠががっています。ぜひ͓ങいٻめくださ
い。
■値段　１部 1000 ԁ
■取扱店舗　白鷹町観光ڠ会、あΏ、ਗ਼ਫ、ύϨεদ෩、
　どりいΉԂ、ๅࢥそ、۽、そきりീੇ、のどかଜ、
　ઍར҇

【問い合わせ】白鷹町観光ڠ会　☎８６- ００８６
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　10 年後 20 年後の、 私達の毎日の暮らしや地域の姿を思い描いてみましょう。

　今回の白鷹学講座は、 白鷹町社会教育振興大会を兼ねて、 これからの町づくりや生涯学習のあり方を

みなさんと一緒に考えたいと思います。 ひとり一人が幸せで安心して住める地域を未来につなげるために、

いま聞いておきたい 「講演」 と 「発表」 です。 ぜひご参加ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　次回 ・ 白鷹学講座パート 5 のお知らせ

　日時 ： 平成 29 年 1 月 20 日 ( 金 ) 午後 7 時～　会場 ： 白鷹町産業センター （パワーセンター白鷹） ホール

　内容 ：  「（仮） 白鷹町の食の伝承力調査から」　講師 ： 九州大学准教授　比良松道一氏

日時　平成28年 11 月 26日（土）　午後 1時 30分～4時

会場　白鷹町産業センター（パワーセンター白鷹）

内容　・表彰　社会教育功労者
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　   ・講演　演題「社会力が学校（教育）と地域（社会）を救う」
　　　
　　　　　　講師　筑波大学名誉教授　門脇厚司 氏
       
        

〇門脇厚司氏プロフィール

山形県（旧立川町）出身。東京教育大学大学院教育学

研究科博士課程修了。教育社会学専攻。

淑徳大学講師、日本経済新聞社、東京教育大学助教授、

筑波大学教授、筑波学院大学学長、

茨城県美浦村教育委員会教育長等を歴任。

『子どもの社会力』（岩波新書）ほか著書多数。

「人が人とつながり社会をつくる力」としての「社会力」

の意味と重要性を示し、成長過程での大人の働きかけや

地域での実践を訴えている。

〇石井紀子さんプロフィール

千葉県船橋市出身。東北芸術工科大学を卒業後、同大学の

文化財保存修復研究センターへ勤務。

昨年 11 月より、地域おこし協力隊として

蚕桑地区コミュニティセンターを活動拠点とし

地域の歴史や文化財を地域活性化に活用すべく、

日々研鑽を重ねながら、地域協力活動に従事している。

白鷹町の深い歴史と文化財について、よそ者視点から見て

紹介していきたいと意欲的に活動中。

  ・発表　テーマ「次世代に伝えたい郷土の文化遺産」
　　　　
　　　   発表者　地域おこし協力隊蚕桑地区担当　石井紀子さん

平成 28 年度白鷹学講座 パート 4 / 白鷹町社会教育振興大会

主催 : 白鷹学講座企画委員会、 白鷹町教育委員会、 白鷹町中央公民館

 ■整理券取扱い　 白鷹町教育委員会、 白鷹町中央公民館 、 各地区コミュニティセンター、

　 　　　　　　　　　　　  　 白鷹町文化交流センターあゆーむ、 白鷹町産業センター （パワーセンター白鷹）

　　　　　　　　　　　　　　

問合せ　白鷹町教育委員会 生涯学習 ・ 文化振興係　℡0238-85-6146

「地域で育む人と未来」

入場無料（整理券が必要です。ただし、社会教育振興大会の案内が届いている方は必要ありません。）
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ົ
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叟
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ṻ
ヨ
ガ
＆
フ
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ネ
ス
教
室 

㻌

身
体
への
負
担
が
少
な
く
運
動

経
験
の
な
い
方
で
も
は
じ
め
や
す

く
、
続
け
や
す
い
教
室
で
す
。㻌

▼
い
つ㻌

１１
月
２８
日
（
月
）㻌

「
肩
甲
骨
ダ
イ
エ
ッ
ト
ヨ
ガ
」㻌

㻌

指
導
者㻌

秋
葉㻌

裕
子㻌

▼
い
つ㻌

１２
月
１２
日
（
月
）㻌

「
デ
ィ
ー
プ
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

ヨ
ガ
」㻌

㻌

指
導
者㻌

今
野㻌

恵㻌
㻌

午
後
7
時
30
分
～㻌

㻌
㻌
㻌

東
陽
ホ
ー
ル㻌

参
加
費㻌

㻌

会
員㻌

㻌

５
０
０
円㻌

㻌
㻌
㻌
㻌
㻌
㻌

非
会
員㻌

８
０
０
円㻌

㻌
㻌
㻌
㻌
㻌
㻌

体
験㻌

㻌

初
回
無
料㻌

ṻ
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ルᴾ

「初
心
者
コ
ー
ス
」開
催
中ᴾ

㻌

初
心
者
の
方
大
歓
迎
！
ダ
ン
ス

を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
楽
し
く
始
め
ら
れ
る

の
で
お
す
す
め
で
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。㻌

▼
第
１
・
２
・
３
木
曜㻌

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分㻌

㻌

中
央
公
民
館
大
会
議
室㻌

「
中
級
コ
ー
ス
」ᴾ

▼
毎
週
木
曜
日㻌

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分㻌

㻌

中
央
公
民
館
大
会
議
室㻌

（
第
４
木
曜
日
は
、
パ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
に
て
プ
ロ
講
師
に
よ
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
レ
ッ
ス
ン
♬
）㻌

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ�

ゆめスポしらたか�

「ZK＊<h
ロ ッ ク

」会長㻌 岡田㻌 明�

� � ;白鷹町武道館内Ϳ 
ƚĞů͘ϴϳ-ϴϵϴϴ   
�-ŵĂŝů   ƌŽŬŬƵΛƐŐŝĐ͘ũƉ 
ホームページ  
「ゆめスポ�

しらたか」�

で検索。または、�

ṻ
Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ
け
ん
こ
う
塾 

�

定
期
的
に
カ
ラ
ダ
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
！
「
１
人
で
は
続
け
ら

れ
な
く
て
も
、
み
ん
な
が
い
る
と

楽
に
続
け
ら
れ
る
！
」㻌

初
め
て
の
方
大
歓
迎㻌

▼
い
つ㻌

毎
週
火
曜㻌

㻌
㻌
㻌
㻌

午
前
10
時
～㻌

▼
場
所㻌

中
央
公
民
館㻌

▼
対
象㻌

大
人
・
シ
ニ
ア㻌

※

１１
月
１５
日
、
１１
月
２９
日
、

１２
月
６
日
は
３
B
体
操
、
１１

月
２２
日
は
ス
ト
レ
ッ
チ
に
な
り

ま
す
。㻌

ṿ
入
会
募
集ᴾ

ᴾ

今
な
ら
年
会
費
が
半
額
にᴾ

10
月
１
日
以
降
は
年
会
費
が
半
額㻌

（個
人
１
，
２
５
０
円
、
家
族
セ
ッ
ト㻌

２
，
０
０
０
円
）に
な
り
ま
す
。
詳
細

は
、
事
務
局
へ㻌

 㻌 ���
�

�
�

�
�

�
�

�

㻌㻌㻌

子
育
て
マ
マ
支
援

vol.

86

▼
い
　
つ
　
11
月
12
日
（
土
）〜
11

　
月
30
日
（
水
）午
前
9
時
〜
午
後

　
7
時

▼
い
　
つ
　
12
月
6
日
（
火
）〜
12

　
月
25
日
（
日
）午
前
9
時
〜
午
後

　
7
時

　
公
募
展
の
入
賞
・
入
選
作
品
、
一

般
の
部
、
小
・
中
学
生
の
部
合
計

94
点
を
発
表
展
示
。
全
国
か
ら
の

［TEL］  85-9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/

１２月までの休館日
11/14（月）・21（月）・28（月）
12/5（月）・12（月）・19（月）・26（月）

開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

●
梅
津
五
郎
芸
術
賞

第
２
回
全
国
絵
画
公
募
展

●
梅
津
五
郎
絵
画
展

・
梅
津
五
郎
：
戦
時
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

・
画
家
の
魂―
―

ア
ト
リ
エ
の
遺
品

〈 

特
別
展
示 

〉

▼
い
　
つ
　
12
月
17
日
（
土
）

　
午
後
3
時
開
演

　（
午
後
2
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
指
　
揮
　
松
村
秀
明
　

▼
入
場
料
　※

全
席
自
由

　
一
般   

　
　
　
　 

2
0
0
0
円

　
高
校
生
以
下
　   

1
0
0
0
円

　（
当
日
5
0
0
円
増
し
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
あ
ゆ
ー
む
、
中
央

　
公
民
館
ほ
か

▼
定
　
員
　
2
0
0
人

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　
だ
さ
い

　
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
交
響
曲
第
41
番

「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
や
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
「
フ
ィ
ン
ガ
ル
の
洞
窟
」
な
ど
の

名
曲
を
、
山
響
の
演
奏
と
あ
ゆ
ー

む
ホ
ー
ル
の
絶
妙
の
響
き
の
中
で
。

●
山
形
交
響
楽
団

　
　
あ
ゆ
ー
む
コ
ン
サ
ー
ト

● 

第
34
回

▼
い
　
つ
　
11
月
27
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
よ
り

▼
ど
こ
で
　
ホ
ー
ル

▼
伴
　
奏
　
月
の
カ
ケ
ラ
（
キ
ー
ボ

　
ー
ド
と
ベ
ー
ス
）
ほ
か 

▼
会
　
費
　
5
0
0
円

　
　
　
　  

（
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）

▼
定
　
員
　
50
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《緑色の太陽》 2000

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日
　
月
曜
日

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人 

２
0
0
円  

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下 

無
料

▼
主
　
催
　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ

　
ン
タ
ー

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
風
景
画
の

傑
作
と
、
画
家
の
出
征
時
の
戦
時

ス
ケ
ッ
チ
、
そ
し
て
ア
ト
リ
エ
の
遺

品
を
ま
と
め
て
紹
介
。

▼
い

つ

12

第
２
回
全
国
絵
画
公
募
展

表
彰
式
は
、12
月
11
日（
日
）

午
後
2
時
か
ら
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す

応
募
者
一
般
76
名
、
県
内
小
・
中

学
生
３
４
４
名
の
中
か
ら
選
抜
。

審
査
員
は
松
田
茂
（
東
光
会
副
理

事
長
）、
小
林
俊
介
（
山
大
教
授
）。

入
場
無
料

$MPTF 6Q
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　 お く や み　　

࠙10᭶１᪥㹼 10᭶31᪥ ᒆฟࠚ

住 所 父母の名 子の名

ޱ　ࢁ ଟా


楓
ふう

　真
ま

՚࠼

高　ۄ ۄࣇ
थ

樹
じゅ

　里
り

里߳ܙ

े　Ԧ ക
ກ 凜

りん

༑Ճ

൞　౻ ླ木
༸平 叶

かな

　大
た

ஐඒ

ԣా৲ ୩部
৳ 琴

こと

　葉
は

ඒࠫ

※
戸
籍
の
窓
に
載
せ
た
い
方
は
、
届
出
の
と
き
に
戸
籍
年
金
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

ご結婚おめでとう

—

 ॅ ॴ　　   　ࢯ　名      年ྸ

ઙ　立　  石　坂　信　子　 9�
҂　　  横　山　ト　ミ　 90
े　Ԧ　  橋　本　晃　二 　83
҂　　  　　賀　郁　夫 　82
҂　　  新　野　ふ　み 　91
ԣా৲  　小　林　富　子　 8�
横　澤　茂　雄 　82  　ࢁ　ਂ
　  鈴　木　ふ　み 　93　
高　ۄ　  長　澤　善　七 　92
൞　౻　  布　施　ら　く 　93
下　ࢁ　  安　部　碩　郎 　�9
҂　　  黒　沢　信　吉　 �8
��　 　  新　野　良　一　
下　ࢁ　  竹　田　サトミ 　95
�岡　部　くにゑ 　9  　ޱ　ࢁ
青　木　こ　よ 　90  　ޱ　ࢁ
ԣా৲　  新　野　喜美代 　��
൞　౻　  菅　原　忠　次 　92

こんにちは赤ちゃん

「
心
が
伝
わ
る
Վ
、
࣌
代
を

͑
て
Վ
い

ܧ
が
れ
る
Վ
を
ੜ
み
出
し
た
い
」

　

町
؍
光
交
流
大

の
田

康
߂
さ
Μ
が

代
表
と
な
ỳ
て
࢝
ま
ỳ
た
「
શ
日
ຊ
͜
͜

ろ
の
Վ
ག
બ
ख
ݖ
大
会
」。
͜
れ
は
、
同

大
会
の
た
め
に
࡞
ら
れ
た
Φ
Ϧ
δ
φ
ϧ
13

ۂ
を
՝

ۂ
と
し
、
１
࣍
৹
ࠪ
（
ς
ồ
ϓ

৹
ࠪ
）、
２
࣍
৹
ࠪ
（
Վ
এ
৹
ࠪ
）
を
ܦ

て
、
શ
ࠃ
決
勝
大
会
で
ۂ
ご
と
の
φ
ϯ
ό

ồ
１
を
決
め
る
と
い
う
も
の
。
ॳ
開
催
と

な
ỳ
た
今
大
会
に
は
શ
ࠃ
か
ら
６
０
０
人

を

͑
る
応
ื
が
͋
り
ま
し
た
。

　

10
݄
22
日
、
࡛
ۄ
ݝ
ӽ
୩
ࢢ
で
開
催
さ

れ
た
２
࣍
予
બ
東
日
ຊ
ϒ
ϩ
ỽ
ク
大
会
に

は
町
か
ら
６
人
が
出
場
。
ϓ
ϩ
も
ଟ

出

場
す
る
中
、
小
林
康
成
さ
Μ
（
े
Ԧ
）
と

吉
ଜ
ल
ত
さ
Μ
（
山
口
）
の
ೋ
人
が
、
13

ۂ
中
２
ۂ
に
͓
い
て
東
日
ຊ
φ
ϯ
ό
ồ
１

表⣬の┿

　10 月１日夜―奇祭「きつねまつり」。きつねの

嫁入り行列の先導をする「奴ふり」は、「紅（あか）

い」衣装で勢いよく飛び跳ね、民衆をかき分けま

す。続いてきつねの花嫁さん、今宵は紅（あか）

い打掛姿です。祭りを担う若者たち・見物人の活

気ある笑顔が、白鷹の秋の夜に浮かび上がる――

「にぎやか　あざやか　シラタカ・レッド」です。

に
な
る
と
い
う
快
ڍ
を
達
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
՝

ۂ
ご
と
の
φ
ϯ
ό
ồ
１
の
方

は
、
田

代
表
か
ら
「
͜
͜
ろ
の
Վ
大


」
を

໋
さ
れ
、
12
݄
２
日
に
東
ژ



০
۠
「
か
つ
し
か
γ
ϯ
ϑ
Ỽ
χ
ồ
ώ
ϧ

ζ
」
で
開
催
さ
れ
る
શ
ࠃ
決
勝
大
会

の


ූ
を
ख
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
͜
の
２
࣍
予
બ
で
は
、
橋
ຊ

ひ
ら
り
さ
Μ
（
東
根
小
５
年
）
が
出
場
者

5�
人
の
中
か
ら
உ
ঁ
一
名
ͣ
つ
બ
出
さ
れ

る
「
Վ
এ

」
を
ड

。
ま
た
、
͜
の
日

は
、
小
林
さ
Μ
が
白
鷹
町
の
๏
ඃ
、
吉
ଜ

さ
Μ
が
ߚ
花
の
̩
γ
Ỿ
π
を
ண
て
白
鷹
町

を
̥
̧
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
町
か
ら
参
加
し
た
の
は
Վ
を

愛
す
る
༗
ࢤ
の
օ
さ
Μ
。
͜
れ
を
機
に
町

内
の
Π
ϕ
ϯ
τ
や

ࢱ
施
ઃ
の
ߦ
事
な
Ͳ

で
も
Վ
ỳ
て
い
き
た
い
と

し
ま
し
た
。

$MPTF 6Q
ΫϩʔζΞοϓ

ɁࣱڡജចをӖចしたஜƻǒǓさんųȿ田ѬࢀࡍさんᲢᲣƔǒžƜƜǖのജ̅ٻſ

の˓ԡをӖƚたӴᅵଯさんᲢӫᲣųɂႉᰛထのඥᘮをბƯ༏Ƣǔݱࡍさん

—

名　　　　　 ॅ ॴ　ࢯ 　　

鈴　木　清　和　 　ઙ　立

遠　藤　美由紀 　　ೆཅࢢ

竹　田　勝　成　 　中　ࢁ

髙　橋　祐　未 　　ถࢢ
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2016-11-14
広
報
し
ら
た
か

作り方

① 大根をいちょう切りにして茹でる。（串が 

   通るようになるまで）

② こんにゃく、里芋を入れて①と一緒にア

   クを捨てながら醤油と酒で煮る。

③ 芋が煮えたら牛肉を入れる。

④ 味が染みてきたら砂糖を少し入れ、きの

   ことねぎを入れる。

芋煮

〒
9
9
2
-
0
8
9
2
 
山
形
県
西
置
賜
郡
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
8
3
3
　
 
 
 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 
:
 
http://www.town.shirataka.lg.jp 

　
☎
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
1
1
 
 
[
F
A
X
]
0
2
3
8
(
8
5
)
2
1
2
8
　
　
　
　
　
　
　
 
 
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  

編
集
と
発
行
／
白
鷹
町
企
画
政
策
課

旬の“うまい”を

菜 発見
さいはっけん

材料（約１人分）

里芋…………  100㌘
牛肉……………35㌘
ねぎ…… 20 ～ 30㌘
きのこ…………25㌘

（今回は舞茸）

大根……………50㌘

地域おこし協力隊が見つけた、

しらたかの旬の“うまい”をご紹介。

地元の食材で作ることのできる味を、

皆さんのご家庭でもぜひどうぞ。

地域おこし協力隊

遠藤真弓さん

　こんにゃく……35㌘
　醤油………大さじ１
　砂糖……隠し味程度

　酒 ………大さじ 2/3
　水……………600ml

★広報しらたかは再生紙を使用しています。

教えていただいた人

梅津たまさん（萩野）

今月の旬

「里芋」

＊こんにゃくは味が染 

　みるようにちぎるま

　えに割りばしで全体

　を刺す。

＊湯呑やコーヒーカッ

　プなどのふちで押し

　てちぎると均等の大

　きさになる。

裏ワザ！
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